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    「おはよう、あっかりー」


    「おはよう、今日も元気ね」


    「おはよ！　次期生徒会長、かな？」


    「あははっ、そんなことないよー。おはよう」


    　朝、学校へ向かう通学路。


    　次から次へとやってきては、交わされるあいさつ。


    　僕の横に立っている彼女は、いつだって人気だ。僕なんかとは全然違って──。


    「ん、どうしたの、デモンくん」


    「ううん、なんでもない。いい朝だねー」


    　僕は、にっこりと笑って彼女に返した。彼女の姿を見ていれば、自然に出てくる笑顔。


    　彼女は、七なな竈かまどあかり。


    　ナナカマドなんて、あかりちゃんの名字じゃなければ絶対に読めなかったろうな。


    　ロングの黒髪はつややかで、大きなリボンで留めていた。


    　着ている服は、白のシャツに青みがかった黒のスカート。ネクタイや、スカートの縁取り、ニーソックスの折り返しは同じピンクをベースにしている。うちの学校の制服だ。


    　現在中学二年生で、我が東とう鈴りん中学校の生徒会書記。


    　次期生徒会長の最有力候補であり──僕の、幼なじみでもある。


    「いい朝……なんだけどね」


    　そんなあかりちゃんがふと、目を伏せる。


    「どうしたの……？」


    　あかりちゃんの様子が暗いなんて、滅多にないことなのだ。


    「あ、うん……あの」


    　彼女は、僕の目を見つめると小さな声で言った。


    「あのね、デモンくんにお願いがあるの」


    「お、お願い？」


    　あかりちゃんが僕にお願い？　僕なんかに？


    　自慢じゃないけど僕は、身長だって低いほうだし運動神経はまったくなし。勉強はまぁ、そこそこ──とはいっても学年トップ３に入るあかりちゃんと比べれば、たちまち色あせてしまうレベル。


    　ひとつだけ特殊な才能があるとすれば──僕の身体はとんでもなく頑がん丈じようだ、っていうこと。力はないんだけど、傷をつけられても数十分で治ってしまう。びっくり超人と呼ばれてもいいレベル。まぁ、それで得したことなんて、幼稚園のころ、ダンプカーに撥はね飛ばされてコンクリートに叩きつけられても、ぎりぎり死なずに生き延びたっていう程度だけど。あ、いや、これって結構すごいことなのかな。


    　僕がくだらないことでうんうん悩んでいると、


    「デモンくんじゃないと頼めないの」


    　あかりちゃんが、僕のそばに、じり、と寄った。


    　どきりとする、一言。


    　それはなにか、特別なことを期待したわけじゃなくて。


    　他の人になくて、僕にだけあるもの──ひとつだけ心当たりがある。でもそれは、あかりちゃんも知らないはずのこと。


    　もし知られていたら、僕は……。


    　僕は、ひょっとしたら生きていけなくなるかもしれないこと。


    「放課後に部室で待ってるね」


    　あかりちゃんはそう言うと、先に校舎へと走っていった。


    　くるりと振り返り、


    「内緒だよっ」


    　照れたように笑ってみせたあかりちゃん。


    　お願いごと……なんだろう？


    　僕は首をひねる。


    　僕の大好きなあかりちゃんが、お願いごと。あのことじゃないとしたら、僕にしかできない、他人に言えないような……内緒のこと？


    　内緒、内緒、内緒……。


    「…………」


    　全っ然わかんない。


    　だったら放課後、「部室」で聞いてみるしかない。


    　僕とあかりちゃんだけが在ざい籍せきしている、「映画部」だ。


    



    



    「お願い……」


    　部室に入ってきて早々、あかりちゃんは言った。


    「してほしいの」


    　興奮した様子で、あかりちゃんは吐き出すように言った。


    「絶対大丈夫、うまくやれると思うの……その、私、初めて、だけど……」


    「……あかりちゃん？」


    　ごくり、と僕はつばを呑んだ。


    　いきなり、なんですか？　あかりちゃん病気ですか？　あの、その、僕の肩に手をそっと触れるのは──。


    「あ、あの、あ、あか、あかりちゃん……？」


    　あかりちゃんは、すっと僕の肩から手を離す。


    「いやなら、いいけど……。他の人に頼むから」


    「えっ」


    　他の人だって!?


    「でも……私が、初めてのときはデモンくんがいい」


    　ちらりと、上うわ目め遣づかいで僕を見るあかりちゃん。


    　それって。


    　それってあの、やっぱり──あのことですか!?


    「あ、あ、あか、あかりちゃん……」


    　声がカラッカラにかすれる。


    　あまりに突然のことに、頭がついていかない。


    　あかりちゃんが、僕に「してほしい」と言って。


    　あかりちゃんが、「初めて」で。
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    　その相手には僕がいいと言ってくれてる。


    　僕の幼なじみで、生徒会の書記で、可愛かわいくって、みんなから慕したわれてるあかりちゃんが──その、そういったことを望んでるなんて。


    「驚いた……？」


    「う、うん……ちょっと」


    「私、大胆すぎるかな……」


    　大胆すぎるよ！　でも、あかりちゃんが勇気を出すなら、僕だって。


    「そ、そ、そんなことないよ」


    　声が上うわずる。上ずりまくる。


    　そりゃそうだよ！　僕だって初めてに決まってるじゃないか！


    「で、でも、どうすれば、いいのか……」


    「よかった……もう、用意してあるんだ」


    「用意？」


    「ビデオカメラ。撮影するの」


    「ブハオッ──!!」


    　初めてなのに撮影ですか!?　ハードル高くないですか!?


    「編集して、インターネットの『ヌコヌコ動画』にもアップするの」


    「アップしちゃダメでしょ──!?」


    「どうして？」


    「ど、ど、ど、どうして、って……」


    　ヌコヌコ動画。動画共有サイト。


    　大体あそこ、十八禁の動画とかすぐ消されちゃうし──ってそうじゃなくて！


    「やっぱり……いや？　私じゃ……いや、だよね、やっぱり……」


    　あかりちゃんが、ビデオカメラを手にしてうつむく。


    　それはとても悲しそうな顔で──。


    「いやじゃ……ないよ」


    　そんな顔をしないでよ、あかりちゃん。


    　僕の知っているあかりちゃんは、いつも元気で、明るくて、みんなを照らしている太陽みたいな存在だ。


    「ま、まぁ、たしかに、その、初めてなのにやたら積極的だし、ビデオカメラまで……用意してたり、用意周到すぎて、っていうか、なんか、僕がほんとうならリードしなくちゃいけないのに、た、立つ瀬がないというか……」


    「大丈夫！　リードは私がするから！　リラックスしてくれれば──きっと楽しいし、気持ちいいって言うもの」


    「は、初めてなのに？　僕が聞いたのはちょっと違うけど……」


    　痛いんじゃないの？　女の子の初めて、って？　違うの？


    「緊張するかもしれないけど、私たちならきっと平気」


    　あかりちゃんに見つめられる。


    「────」


    　小さいころからずっと、そばにいたあかりちゃん。


    　誰からも好かれるあかりちゃんとは違って、僕は全然目立たない存在だったけど、それでもあかりちゃんは他の人と同じように接してくれて。


    　僕は……あかりちゃんが、好きだった。ずっとずっと。


    　そのあかりちゃんと、ほんとうに、結ばれる日が来るなんて──。


    「うん……わかった。僕も、がんばるよ！」


    「ありがとう！」


    　女の子の「初めて」を迫られて、おどおどしながら「がんばる」なんて言う僕はほんっと情けないけれど、それはもう、この際、気にしない！


    「じゃあ……」


    　あかりちゃんはそう言うと、僕に──紙袋と一冊の冊さつ子しを手渡した。


    「……え？　なにこれ」


    「台本と、衣装」


    　台本と、衣装？


    「衣装──」


    　コスプレか!?


    　は、は、は、初めてなのに、いきなりコスプレ!?


    　って。


    　この衣装は──。


    　僕の背筋に、ぞわりといやな感じが走る。


    「私、ずっと大好きだったけど、今までなかなか踏み出せなかったんだ。ずっと……ずっと撮ってみたかったのに」


    　もじもじしたようにあかりちゃんが言う。


    「映画──ずっと撮ってみたかった」


    「………………え？」


    　はい？


    　超高速で駈け回っていた僕の脳みそは、この瞬間、全部停止した。


    「初めて撮るから、デモンくんに出演してほしかったの」


    　出演？


    「六月の生徒総会までに部員が五人以上にならないと、映画部なくなっちゃうからねっ。わかってますか？」


    　いいえ？


    「すんごい映画撮って、『ヌコヌコ動画』にアップしよう！　それで映画部アピールするんだから！」


    「え……」


    「部員だけじゃなくって、世界中からファンレターとか届いちゃったりしてっ。ふふふふっ」


    　僕の手を、ぎゅっと握りしめるあかりちゃん。


    「ふたりで、すっごくいい──『吸血映画』を撮ろう！」


    「────」


    　えええええええええっ!?


    　僕はあかりちゃんに手を握りしめられたまま、その場に凍りついていた。


    



    



    　そう。


    　僕の手に載せられていた台本──その表紙に書かれた文字。


    『吸血鬼[image: ]退魔士エクソシスト（仮）』


    　僕はどうやら、主人公である退魔士エクソシストを演じる役割のようであり──。


    　あかりちゃんは、僕が凍りつくそばで、映画のプランを楽しそうに話していた。


    　あのね、あかりちゃん──。


    　僕は、僕はずっと君に秘密にしていたんだけど……。


    「明日から、撮影開始だよっ！」


    　あかりちゃんは満面の笑顔で、言った。


    



    



    　僕、こと黒くろ羽ば弟で門もんは東とう鈴りん中学校の二年生で。


    　映画部に所属していて。


    　七なな竈かまどあかりちゃんと幼なじみであり──大きな秘密を、持っていた。


    　そのことはけっして他の人にバラしちゃいけないという秘密なのだ。


    　一見すれば、地味で目立たないただの中学生。


    　でも、僕は。


    　ただの人間じゃないのだ。


    　僕の父は──吸血鬼であり。


    　僕は人間の母と、吸血鬼の父の間に生まれた、ハーフなのだ。
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    　　　　　　　１


    



    　困ったときには家族に相談。それが我が家の決まりごと。


    　人間世界で暮らすようになった父さんが、吸血鬼であることを隠しながら生きていくのに必要なのは、皮肉なことに「人間らしさ」。


    　人間が当然のごとく振る舞うように父さんも生きてきて──それで、今ではすっかり人間世界に溶け込んでいる。


    　だから、きっと今回も知恵を貸してくれるはず。


    　今までだって何度も危険があって、それを乗り越えてきたって言ってたのだ。


    　……自主制作映画で、吸血鬼を退治する退魔士エクソシスト役を演じて、その動画をインターネットにアップする──なんて状況は今まで経験したことはないかもしれないけどさ。


    



    



    「いないぃぃぃっ!?」


    　家に帰って僕が見つけたのは、父さんの置き手紙。


    



    　──みんな、ごめん。町を歩いていたらとってもきれいな女性がいて、父さん思わず追いかけてしまったんだ。そうして気がついたらブラジルにいたんだ。だからしばらく帰れないよ。ごめんね！


    



    「置き手紙なのに今ブラジルにいるっておかしいだろっ!?」


    　僕は紙を握りしめて叫んだ。


    　確信犯（誤用）め！


    「あ、デモン帰ったん？」


    　僕がいる、リビングにやってきたのは、ショートカットの少女。


    　ロングのＴシャツにホットパンツ。短髪の下にのぞく目は、イタズラっ子みたい。


    　僕と、両親、三人の家族ともうひとり、彼女がこの家に住んでいる──父さんは、どうやらいないらしいけど。


    「使い魔のアタシに相談もせずに行っちまったよ」


    　彼女は一応、僕のいとこ、という設定で東とう鈴りん中学校に通っている。僕が吸血鬼の血を引くことが、バレないように。いわゆる「お目付役」。


    　見た目は中学生。だけれど、彼女は見た目の年齢を自由に変えられる──つまり悪魔なのだ。三年前、母さんが連れてきて、父さんの「使い魔」ということで僕の家に居着いている。


    　父さんが、じゃなく、母さんが連れてきた、というところがポイントだ。


    　あの女たらしの父さんが連れてきたのだとしたら、母さんが許すはずもない。母さんとしては、どこかしら彼女を信頼できると思って連れてきたのだろうと思う。


    「ビスコ、母さんがどこに行ったか知らない？」


    　ビスコというのが、彼女の名前。黒くろ羽ばビスコ。ハーフという設定で、瞳の色が違うことをごまかしている。ほんとうはビスコこそ純粋な悪魔で、僕がハーフなのだけれど。


    「やー、怖かったよ。おばさま、目がマジだった」


    「母さんも出てったの!?」


    「『あの男のキ○タマを銀にでも変えてやれば、ちょっとはおとなしくなるのかしら』って笑いながら、純銀製のボールをボストンバッグに突っ込んで出て行った」


    「本気なのか……」


    「本気だね」


    「父さんも母さんもいないとなると、どうしたらいいんだ……」


    　僕が絶望にうちひしがれていると、ビスコがにやにやしながら近づいてきた。


    「なに、なに、デモン、どうしたよ？　お姉さんに話してみ？」


    「お姉さん、って……ビスコ、僕と同じ十四歳じゃないか」


    　見た目は、ね。


    　中身は三百歳とか聞いたことがあるけど。


    「おばさまは、『この家のことお願いね』って言って出てったんだぜ？　ってことはアタシがおばさまの代わりだろー。ほら、話してみ、ほらほら」


    　ぐいっと近づくと、ビスコは僕の首に腕を回して絞めてきた。


    　ほのかに香る柑かん橘きつ系のにおい。シャワーでも浴びていたのだろうか。ビスコは学校から帰ってくるとすぐにシャワーを浴びる。


    「い、いいだろ、別に」


    　僕はビスコの手から逃のがれようともがく。


    　悪魔とはいえ、身体は人間のそれとあんまり変わらない。力はすごいんだけど


    　この世界とは並へい行こうして存在する、もうひとつの世界。それが悪魔の世界、魔界。


    　悪魔は人間が想像するそれよりもずっと、人間離れしていないのだ。


    　柔やわらかい女の子の身体。ビスコはいつもこうやって僕に直接触ってくるけど、個人的にはそういうのはちょっと止やめていただきたい。


    「ほう」


    　逃げる僕を見て、ビスコの目がきらりと光る。


    　ぺろりと舌なめずりをするのは、まるで猫みたいだ。


    「それじゃあデモンの身体に直接聞いてみるかなぁ……」


    　じり、じり、とこちらに近づいてくるビスコ。


    　ぶつぶつと何事かをつぶやきながら、その手が青白くぼうっと光る。ああ、それは悪魔の特別な力で、俗に「魔力」とか言ったりするんだけど──、


    「って、ま、待て、待って、待ってください、待ってぇぇぇ！」


    　僕の身体は、目に見えない力で縛り上げられた。


    



    



    「ひぃ、ひぃ、ふぅ……ああぁ、はぁ、はぁ……」


    　十五分後、リビングの絨じゆう毯たんの上に汗だくで転がっている──僕がいた。


    「最初から素直に話していれば、そんな目に遭あわなかったのにねぇ」


    　そんな目。つまり……ビスコが悪魔の力を解放し、僕が身体を動かせないようにし、絨毯の上で僕に馬乗りになり、身体中を──くすぐったのである。


    「は、は、話す、ってすぐ、言ったのに……」


    「そうだっけぇ？」


    「この悪魔……」


    「いや悪魔だし」


    　ビスコはいまだ僕に馬乗りになったまま、けらけらと笑う。


    　そして僕の耳元でそっとささやく──。


    「わかった？　アタシとデモンの力の差」


    　声と、吐と息いきを耳が感じて、思わず僕はびくりとする。


    「年の差だろっ──ぎゃっ」


    　反論したら、頭をひっぱたかれた。ひどい！


    「それよりデモンさ、ちょっとまずくない？」


    　馬乗りのままビスコが言う。


    「アンタが吸血鬼の血を引いてること、絶対バレちゃいけないってわかってる？　……おじさまは、魔界じゃそれはもう名前の知れた吸血鬼だった。魔界に君臨する大悪魔の腹ふく心しんだったのに、人間のおばさまに一ひと目め惚ぼれして人間界に来ちゃったからね」


    「……わかってるよ」


    　だから父さんは、その大悪魔とやらから裏切り者と思われている。


    　もし大悪魔にこの居所がバレたら、配下の悪魔たちは父さんを殺そうとするはず。


    　父さんに子どもがいると知れたら、いっしょに殺される可能性が高い。


    　だから僕は、秘密を隠して生きていかなくちゃいけないんだ。吸血鬼の血を引くことを隠して、ひっそりと──。


    「吸血映画なんかに出たら、悪魔の目を惹ひきそうなもんだろ？　で、映画をインターネットに公開するって？　おじさまの面おも影かげが……デモンにはあるから。この世界にいる悪魔がもしもその映画を目にしたら、もしや、って思われるかもしれない」


    「…………」


    「デモン、アンタわかってるの？」


    「…………」


    「……映画のこと、断って」


    　ビスコが僕の耳元で言う。ビスコの言いたいことはよくわかっていた。


    　でも、譲ゆずれない一線というものがある。


    「僕は……たしかに頼りない男だと思う。でもあかりちゃんの前だらびよほおおおおお！」


    　僕の頭に走るビリビリビリッという痛み！　──ビスコの電撃だった。


    「ビスコ！」


    　僕からどいたビスコを、見上げる僕はだいぶ涙目。


    「痛いよ!?」


    「どーせ傷ができたとしても治るでしょ」


    「治るけど痛いものは痛いっ！　それに今っ、僕がカッコいいこと言おうとしたでしょ!?　なんでそんないいところで止めちゃうの！」
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    「や、なんかウザそうだったし」


    「ああ、ウザそう──ってひどくない!?」


    「明日、ちゃんと断りなよ？」


    　痛みのあまり、まだ立ち上がれない僕を置いて、ビスコはけらけら笑いながら部屋を出ていった。


    



    　　　　　　　２


    



    　僕らの通う東とう鈴りん中学校は、日本中どこにでもある公立校だと思う。ただちょっとだけ違うのは、校舎の外観。レンガを多く使って、ヨーロッパ風の建築物になっているのだ。


    　翌朝、通学路。


    　僕とビスコはいつも別々に登校する。その理由は、


    「ただでさえデモンと家族だなんて思われたくないのに、いっしょにいたりしたら余計な誤解まで生みそうじゃん」


    「……でもビスコ、使い魔だよね？　僕のことを見守ったりする義務があるよね？」


    「ああ、なにかあったら飛んでいってデモンの気を失わせるから平気」


    「平気じゃないよね!?　主に僕が！」


    　まぁ、僕としても通学の短い時間は重要なのだ。たった十分程度。でも、そのときだけは、僕はあかりちゃんを独占できるから。ビスコがいないのは、好都合だったりする。


    「……それなのに、なんで今日はついてくるの？」


    　家を出て、昨日と同じすがすがしい朝。


    　僕の横にはこのすがすがしい朝にふさわしいはずもない悪魔がいる。


    「『それなのに』ってなんだよ。なによからぬこと考えてんだよ」


    「いつもはビスコ、いっしょに行くのいやがるじゃないか。バスケ部の女子と学校行くのに、なんで今日は……」


    　僕がそこまで言うと、


    「デモンっ」


    　ビスコはにっこり笑った。


    　あ、なんかイヤな予感。


    「断れよ」


    　ビスコは僕の襟えり首くびをつかむと、ぐいと自分のほうへと引き寄せる。おでことおでこがぶつかるくらいの距離で僕をにらみつけ──っていうか、怖いから。


    「映画の出演なんて、あり得ない。そうだろ？」


    「…………」


    「返事は」


    「…………」


    　僕は口の中でごにょごにょと言った。


    「にゃろう……」


    　ビスコの手がバチバチいって、これはヤバイかもしれないと思ったとき、幸運にも僕らはあかりちゃんと合流。いつもの待ち合わせ場所、郵便ポストの前だ。


    「ビスコちゃん、おはよう」


    　すがすがしい朝にぴったりの、あかりちゃんのさわやかな笑顔。ああ、朝ってすばらしいよね！　人生ってすばらしいよね！


    「……アンタ、悪魔と人間のハーフだろ」


    　まるで僕の心を読んでいたかのようにビスコが小声で言う。


    「──おはようございます、あかりさん」


    　直後、僕に言ったときのどす黒いオーラなどちょっとも感じさせない声で、ビスコはあかりちゃんに向かう。というか、家の外だと完全に違う性格になるビスコなのだ。まったく。


    「おはよう、デモンくん」


    「お、おはよ、あかりちゃん」


    　あかりちゃんが僕を見る。うう、見つめられると照れる。すっごく。小さいころからいっしょなのに、あかりちゃんの魅力は増していくばかりだ。


    「？」


    　あかりちゃんを前にしてデレデレしている僕の背後で、


    「キモッ」


    　悪魔が、悪魔らしくひどいことをつぶやいている。聞かない、聞かない。相手にしない、相手にしない。


    「デモンくん……あのっ、台本読んでくれたかな？」


    　すこしだけほおを赤くして、あかりちゃんが言った。


    「う、うん、読んだよ」


    　台本には、昨晩目を通した。


    　ストーリーは短い。


    　吸血鬼に恋人を奪われた退魔士エクソシストが、その吸血鬼を倒したところから始まる。


    　吸血鬼を倒して悲願を達成した退魔士エクソシストは、目の前に現れた、かつての恋人で今は吸血鬼となった女性に心を惑まどわされ──悩んだ末、結局倒してしまう悲しいお話。


    　僕が退魔士エクソシストだとすれば、もちろん、こ、こ、恋人の吸血鬼は……あかりちゃん。


    　映画とはいえ、お芝居とはいえ、あかりちゃんとのドキドキするようなシーンもある。


    「お、おもしろかったよ。っていうか、演じるのが楽しみだな」


    　僕の超本音。


    「ほんとっ!?」


    　あかりちゃんの顔が、ぱぁっと明るくなる。僕の下心が悲しくなるくらいの明るい表情。


    　後ろめたい！　でもあかりちゃんが可愛かわいい！


    「──ってぇ!?」


    　隣を歩くビスコの手から、今、なにか、よからぬ電気的なものが発せられた。


    「どうしたの？」


    「い、いや、なんでも……」


    　ビスコ！　と僕は小声で言う。ビスコは素知らぬ顔であかりちゃんに聞く。


    「あかりさん、台本ってなんのこと？」


    「あ……ビスコちゃん聞いてなかったのかな」


    「うん。デモン、そういうこと私に全然教えてくれないの」


    　ビスコが僕をいたずらっぽい目で見る。


    　昨日僕を拘こう束そくしてくすぐって無理矢理話させたくせにね!?


    「あのね、映画部で映画を撮ろうと思ってるんだ。それでデモンくんに出演をお願いしたの」


    「へぇ～、そうなんですか。それでデモンはなんて答えたの？」


    　ビスコが一瞬、すさまじい目で僕をにらんだ。


    　断れ──そういうことですね。わかります。


    「出演するって言ったよ。もちろん」


    　僕は強がって答えた。


    「…………」


    　うわぁ、すごい。ビスコさんの目が、まるで「これから人を殺します」みたいな感じになってる。


    「……デモン、出るんだ？」


    　聞いてくるビスコ。


    　背筋が冷たくなった。え、これ、マジですか？　家うちの使い魔に、僕、脅おどされてる？


    「で、で、で、で」


    　壊れたオーディオプレイヤーみたいに舌が同じ音を連発する。


    　そのとき、あかりちゃんが悲しそうに言った。


    「やっぱり……迷惑、だったかな」


    　聞いた瞬間、


    「出るよ、もちろん」


    　僕の舌は滑なめらかに動いた。


    　僕にはあかりちゃんが一番大事──そう、僕の身体なんかよりも。


    　うん、単純な理屈。


    　……あとはビスコと視線を合わさないようにすれば、僕の精神は健康に保たもたれる。


    「覚えておけ……」


    　なにか暗い声がぽつりと聞こえた気もするけど、この、暖かな春の日にそんな言葉が聞こえるわけもないだろう。気のせい気のせい。


    



    



    　もちろん気のせいじゃなかった。


    　教室に着くと、にっこり笑ったビスコに肩をつかまれて、「お前ちょっと来い」と僕にだけ聞こえる声でそう言われると、非常階段の誰も来ないところに連れて行かれてびりびり電気攻撃を喰らった。


    「声を上げるなよ。これは当然の罰ばつだからな」


    　まるで手慣れた拷ごう問もん官みたいなビスコが一番怖いです。


    「アタシも映画撮影、参加するから。いいね」


    　僕の「はい」も「いいえ」も必要としないビスコは、そう言うと、一足先に教室に戻ってあかりちゃんににこにこしながら近づいていった。僕ら三人は同じクラスなのだ。


    　ああぁ、僕とあかりちゃんの大切なふたりきりの時間がなくなっていく……それどころか身近な危険が増えていく……。


    「おお、デモン、どこ行ってたんだ？」


    　僕の席の前、法ほう条じよう五ご刻こくが話しかけてきた。


    　法条五刻、なんてカッコイイ名前だけど、中身はずっと残念なやつだ。幼年期から小学校高学年までをインドネシアで過ごし、なぜかアニメが大好き。浅黒くてひょろりとした男子で、僕が「映画部」に入っていることを知るや劇場版アニメについてマシンガントークを繰り広げたのは去年のこと。


    　なぜか、それ以来、仲よくなっている。


    　去年も今年も、同じクラス。


    　そんなに珍しいことではないのかもしれない。だって、東とう鈴りん中学校は学年に二クラスしかないのだから。ビスコに至っては僕の左隣の席である。


    「頭からアホ毛が出てるぞ。アホ毛が許されるのは天然ヒロインだけ。つまり七なな竈かまどあかりとかあの辺しか許されないんだぞ」


    「う、うん、ちょっと」


    　法条の言ってることは意味不明だけれど、僕は頭をぺしぺしと叩いて、ひょっこり飛び出していた髪の毛を直した。


    「ぶふふ、避ひ雷らい針しんみたいだな」


    　むしろ着ちやく雷らいしたせいで、できたんだけどね。


    「法ほう条じよう、僕を捜してたの？」


    「おお、そうそう──さっき職員室に生徒が集まっててさ、聞いてみたんだよ。どうやら──転校生が来るらしいぞ？」


    「転校生？　女子？」


    「ぶふぅ、お前もそういうのが気になる年頃か、ん？　正解、女子だ」


    　ぴくん、と席に戻ってきたビスコが反応する。


    　ビスコさん、反応するのは構わないんですけど、目の色が悪魔カラー──すなわち真っ赤になってます。不自然きわまりないんで勘弁してください。


    「フランスだかスペインだかノルウェーだか、そのあたりからの転校生らしい。金髪美少女ってもっぱらの評判だぜ」


    「へぇ……」


    　フランスとスペインとノルウェーの共通点って何かあるっけ？


    「明日から来るってさ。どんな子だろうな」


    「そうだねぇ」


    　映画好きな子だったらいいな、と僕はそんなことを思った。ああ、そうか、吸血映画を撮るまでもなく、五人、部員が集まれば映画の撮影なんてしなくていいのか……。


    　──明日から、撮影開始だねっ！


    　昨日言っていた、あかりちゃんの言葉を思い返す。


    　……あかりちゃん、映画大好きだから……自分で撮影したい、って前からずっと思ってたんだろうな。


    　でも、吸血映画じゃなぁぁぁぁ。


    「？　どうした、デモン、急に悶もん絶ぜつしだして」


    　どうやら僕は頭を抱えてイスに座ってのたうちながら声を上げていたらしい。


    「ああそうか、転校生の美少女が気になるんだな。安心しろ！　アニメの美少女のほうが可愛かわいいに決まってる！　マイ・ベスト・美少女は過去も未来も聖せい天てん使し猫ねこ姫ひめ様だけだから！」


    　聖天使猫姫という痛々しい名前は、十年ほど前にワンクールだけ放映されたアニメのヒロインだった。


    　チェーンソーを振り回し、ロケットランチャーをぶっ放し、国会議事堂を壊したりするのだけど、「ごめんねっ☆」と謝るだけですべて許されるという不条理アニメ。


    　法条はそれをインドネシアで観て──日本のアニメに目覚めたのだという。そういえば聖天使猫姫も金髪美少女だったな。


    「…………」


    　僕の隣の席にいる暴力美少女は、しかし、なにも言わずにじっと考えごとでもしているようだった。


    　さっきの、ぴくん、っていう反応はいったいなんだったんだろう。
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    「無理、です……」


    　僕はあかりちゃんに懇こん願がんした。


    「ほんとうに無理です……」


    　映画部の部室には、僕とあかりちゃんしかいない。もうひとり今日から参加しているビスコは、バスケット部に行っている。しばらくバスケット部には不参加で、映画部にヘルプで参加するということを告げに。


    「どうして無理なのかなぁ？」


    「絶対無理だって。その、これ、ほら」


    「適任じゃないかなぁ？　──ビスコちゃんが恋人役って」


    　無理だよね？


    　あかりちゃんはこともあろうにビスコを恋人役にすると言い出したのだ。


    　それを聞いたときのビスコは唇をにまぁっと曲げた。


    「私、自信はありませんけど、皆さんの足を引っ張らないように全力を尽くします」


    　一瞬前に見せた邪じや悪あくな笑みなど欠片かけらも残さず、清らかな声でそう言うとバスケット部へと向かったのだった。


    「ビスコちゃんなら、デモンくんも家で練習とかできるでしょ？」


    　それがイヤなんだよ、あかりちゃん！


    　絶対あいつ、練習にかこつけて僕をいじめるから！


    「無理無理無理無理！」


    「それじゃあ、デモンくんは……誰が恋人役ならいいの？」


    「ぼ、僕は……」


    　あかりちゃんがいい。


    　って言いたいけれど、恥ずかしくて言えない……。


    「僕は……最初のままがいい……」


    　ようやく言えたのが、それだけだった。


    　最初のままなら、あかりちゃんが恋人役じゃないか。この映画部には僕とあかりちゃんしかいないんだし。


    「そっか……でも、あれは」


    　あかりちゃんが、可愛かわいらしい眉根を寄せてうーんと考え込む。


    「……あかりちゃんはそれじゃ、いやなの？」


    　僕の恋人役はイヤなのか──そう思うと、心がしょんぼりする。まぁ、僕の相手なんか、ふつうに考えたらイヤだよね……。


    「イ、イヤじゃないの。でも、あの──デモンくんが大変かなって思って」


    「大変……演技的な意味で？」


    「演技的な意味で」


    　こくん、とうなずくあかりちゃん。あかりちゃん……演技下へ手たなのかな？


    「大変じゃないよ！　むしろ望むところだよ！」


    　絶対そっちがいい！


    　だって……そしたら、僕が手取り足取り演技を教えてあげるよ──あかりちゃんの手に直じかに触れて、身体も密着させて──いやいや、待って、待って僕。興奮しないで。歯が疼うずいて牙きばになって悪魔化しちゃうから。待って僕。


    「そ、そうかな……それじゃ、そうする？」


    「う、う、うん」


    「そんなにデモンくんが熱心だなんて思わなくて……ありがとう、私、うれしい」


    　僕もうれしいです！　って叫びだしたいところだったけれど、ぐっとこらえた。


    　こういうときにいいところを見せないと！


    「演技のことは、僕に任せておけ……」


    　なるべくダンディかつスマートに、頼りがいがあるように言ってみた。


    　全然うまくいかなかった。


    「じゃあ、デモンくん」


    　にっこり笑って、あかりちゃんは僕に紙袋を手渡した。


    「大変だと思うけどお願いね、一人二役」


    「ああ、任せてよ。ひとりふた──」


    　え？


    「私、監督とカメラで手一杯だから、演技のことは全部デモンくんに任せちゃうことになるけど……ごめんね」


    　はいぃ？


    「──ま、待って、一人二役って──僕が退魔士エクソシストで、僕が恋人で？」


    「うん、もちろんっ」


    　待って、なにその残念な配役。


    　ていうかあかりちゃん、そんなこと僕にやらせようとしてたの!?


    「ま、ま、待っ」


    「待って」


    　僕が言い切る前に、ぽん、と肩を叩かれた。


    　振り返る僕。背後に、いつの間に現われたのか──。


    「デモン」


    　にっこりと、高原に吹く風のようにさわやかな笑顔の──ビスコ。


    　バチッ、と僕の背中に回されたビスコの手が、妙な音を立てている。


    「デモン、そんなに私と共演したくないのかな」


    　にこにこ。


    「やっぱり一人二役は大変だよね？」


    　にこにこ。


    「……は、はい」


    　身体中から汗を噴ふき出しながら、からからに渇いた喉のどで、僕はそれだけを言った。


    



    



    「よーし、それじゃあ、今日の練習はここまでだねっ」


    「ぶはぁっ」


    「ふぅ──」


    　夕方、六時のチャイムとともにあかりちゃんが言うと、僕とビスコはふたりとも机に突つっ伏ぷした。


    　台本の読み合わせ、というやつだ。


    　あかりちゃんは、ふだんとても優しい。けれど映画に関しては、とてもシビアだ。


    　読み間違いを許さないのはもちろん、演技の詰めも厳しい。


    　でも──イギリスはエディンバラのパン屋さんに生まれた主人公が、生活苦から修道院に預けられ、しかもその修道院は対吸血鬼のエクソシストが集まる特殊修道院であり、人知れずエクソシストとしての修練を積み、やがて、修道院に毎週訪れる敬けい虔けんな信者であるヒロインに恋をして──って、そこまでなりきらなくちゃいけないのだろうか？


    　僕らは荷物を片付けて、学校をあとにする。


    　いつもの郵便ポストのところで、あかりちゃんは楽しそうに手を振った。


    「また、明日ねっ」


    「う、うん、またね」


    「……また……」


    　ヒロインの背景設定も主人公と同じくらい凝こっているので、それを一気に詰め込まれたビスコもまた僕と同じように憔しよう悴すいしきった顔だった。


    「ビスコ、平気？」


    　僕は聞いた。


    「平気だよ。ちょっと疲れただけ……」


    「もう、年だもんね。三百──」


    「殴なぐるぞっ！」


    　っていうかすでに殴られていた。ひどい！


    「あー、ほんと、もう、こんな映画にマジになってどうすんのよ」


    　夕日を浴びたビスコの背中。ビスコは、うーん、と伸びをした。


    　僕は、その背中に声をかける。


    「……意外だね」


    「なにがよ」


    「ビスコ、この映画を邪じや魔ましてつぶそうとするのかと思ってたんだよ、僕。それが──なんていうか、こんなに一生懸けん命めいなんだもん」


    「それは……」


    「どうして？」


    「……考えたんだよ。もし仮にこの映画が、人間界に潜ひそむどこかの悪魔の目に触れたとしても──デモンがエクソシストを熱演しているのなら、デモンが疑われることはないんじゃないかなってね」


    「ああ……」


    　そんなこと、僕はちっとも考えていなかった。


    「で、アタシが完かん璧ぺきに吸血鬼を演じたとしたら、疑いの目はアタシに向くわけだろ？　でも、アタシは見た目の年齢を変えられるから、そう簡単に見つかることはない」


    「な、なるほど──すごい、ビスコ、そこまで考えてたなんて」


    「アンタが考えてなさ過ぎなの」


    　僕の陥おちいったトラブル、それを解決してくれると思っていた両親がいなくなっていて、僕は昨日焦あせった。


    　でも、ちゃんとビスコが助けてくれようとしている。


    「……ありがとう。うれしいよ」


    　僕は正直にそう言った。


    　ビスコも同じ家族なんだ。


    「ば、ば、ば、バカじゃねーの！　悪魔に目ぇつけられるといろいろとめんどくせーから、それでだよ!!」


    　振り向いたビスコの顔は──夕日を浴びて真っ赤に見えた。


    「それよりアタシが気になるのは……転校生、って法ほう条じようは言ってたよな」


    　不意に真ま面じ目めな顔でビスコは言う。


    「ああ──そういえば」


    「だよな……」


    　珍しくビスコは言葉を濁にごした。


    「アタシ、夜にちょっと出るよ。気になることがいくつかあるから、確認してくる」


    「うん」


    　ビスコは、人間界に同じく潜ひそんでいる悪魔と、ときどき連絡を取っている。


    　人間界で安全に生きていくための、情報交換らしい。


    　もちろん、父さんと敵対する悪魔のほうが圧倒的に多いから、気をつけないといけないのだけど。


    「カギかけて、ちゃんと寝てろよ？」


    　ビスコは夕飯後に出かけて、結局明け方まで戻らなかった。
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    　翌朝のホームルーム。


    　半分眠っているビスコを引っ張って、学校に来たものの、ビスコは自分の席に座るといきなり机に突つっ伏ぷして寝てしまった。


    　がらりと教室の扉が開いて、担任である三み宅やけ先生が入ってくる。


    　理科担当の女教師で、化け粧しようっ気けもなければ結婚しそうな予感も、残念ながらない。


    「あー、突然だが転校生だー」


    　先生はそう言うと、教きよう壇だんをばんばんと叩いた。


    「ほうら、来た」


    　僕の前の席、法ほう条じようがしたり顔でこちらを振り向く。


    　ビスコは相変わらず寝て──たはずなのに。あれ？　今は起きてる。教壇の三宅先生を見すえている。


    「驚くなー、ドイツからの転校生だ」


    　先生は言った。ドイツ？


    「……法条、ねぇ、昨日、フランスかスペインかノルウェーって言ってなかった？」


    「俺はドイツと言った。言い切った」


    　うそつけっ。


    「よし、じゃー入っていいぞー」


    　三宅先生が教室のドアに向かって言う。


    　がら、とドアが開かれ、ひとりの少女が入ってくる。


    「お、おお、おおおお」


    　どよめきが教室に広がっていく。


    　中には、半立ちの男子もいた。


    　法ほう条じようの言ったことは大体外れていたけど、これだけは合っていた。


    　金髪の──美少女。


    　見事な長髪は金色に輝き、ふたつに縛って垂たらしている。いわゆるツインテール。背は高く、すらりとした手も、足も、白い。あかりちゃんも白いほうだけど、彼女はもっとだ。


    　しなやかで美しい。


    　大きなブルーアイは澄んだ湖みずうみのような色。鼻はすらりと高い。


    　彼女は教室の反応を確認すると、満足そうに口を開いた。


    「エリス＝ブリュンヒルドです」


    　きりっとした、上品な声だった。


    　どよめきはさらに大きくなり、男のうち何人かは天に向かって吠ほえている。狼男ウルフマンか。


    「ま、ま、ま……」


    　僕の目の前では、法条が腰を浮かしている。


    「法条？」


    「マイ・ベスト・美少女……」


    　待て、聖せい天てん使し猫ねこ姫ひめはどこへ行った。


    　どよめく男子など軽く無視して、エリスは眉ひとつ動かさず、流りゆう暢ちような日本語で言った。


    「わたくし、日本に来てから間まもなくて──右も左もわからないとはこのことですわ。ですので、募集しておりますの。ええと、日本語では、ほら……」


    「彼氏!?」


    　男子の誰かが叫び、エリスがにっこりとうなずくと、教室中がざわつく。


    　が、エリスは、


    「使いっ走りを募集してますの」


    　ぱん、と手を叩いた。


    「──え？」


    　不意に静まる教室。


    「使い……」


    「パシリ？　え？　え？　俺の聞き間違い？」


    「そ、そうだよ。おいおいお前なに言ってんだよ……」


    　ははは、参まいったな、空耳かな、という微妙な空気が男子に流れる間も、エリスは笑顔を崩していない。


    「わたくし、やらねばならないことがあって日本に来てますの。でなければこんなエコノミックアニマルどもが闊かつ歩ぽする島国に来たりしませんもの」


    　笑顔は崩れない。


    「ですけど、困ったときに盾たてになってくれたり、お金を払ってくれたり、送り迎えをしてくれる人間は必要ですものね。幸運に思ってよろしくてよ。皆様の中からわたくしの下げ僕ぼくを募集して差し上げますわ」


    　笑顔は崩れない。全然。


    　水を打ったように静かになる教室。男子も女子も、凍りついていた。


    　がたん、と僕の前の席、イスが音を鳴らす。


    「せ、聖せい天てん使し猫ねこ姫ひめ様……」


    　法ほう条じようの目がハート型になっている。違うよ、法条五ご刻こく。そっちはきっと、行っちゃいけない道だよ！


    　女子は完全にドン引き。男子は──引いているやつもいるけど、思いっきり惹ひかれているやつもいる。すごい、ドイツ少女。


    　でも、まぁ、僕は大丈夫だけどね！　だって僕はあかりちゃん一筋だし──この騒ぎでも、あかりちゃんはにこにこしながらエリスを見つめているだけだった。


    「すごい転校生だね、ビスコ──ビスコ？」


    　僕は隣席の使い魔に話しかけようとして、止まった。


    　ビスコの目が──血でも滴したたるように真っ赤に染まっていた。


    　教きよう壇だんからエリスの声が聞こえてくる。


    「お力をお持ちの方は、わたくしのやらなければならないことを手伝っていただきたいんですの。これでもヨーロッパでは名の知れた一家ですのよ。わたくしは──」


    　相変わらずの笑顔。


    「退魔士エクソシストですわ」
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    「退魔士エクソシストってのは、こっちの世界に紛まぎれ込んだ悪魔を退治する連中。ブリュンヒルド家は、ヨーロッパじゃ結構有名な退魔士エクソシストの家系。あの娘本人がどれだけの実力を持ってるのかは知らないけどさ」


    　昼休み、僕はビスコといっしょに学校の屋上で昼ご飯を食べていた。


    　今日はコンビニで買った菓子パンだ。料理はビスコの担当なのだけれど、登校時間ぎりぎりまで寝てたからね。


    「こっちの悪魔は、だいぶあいつらにやられてるよ」


    　ビスコは忌いま々いましそうに言った。


    　悪魔とはいえ、不死身じゃない。吸血鬼伝説にあるみたいに、心臓に杭くいを打たなければ死なないとかそんなことはなくて、人間より生命力がいくらか強い程度だ。まぁ、銀や日光、十字架にニンニクが嫌いっていうのもいるけどね。


    　あと、悪魔によっては特殊な魔力を持っているヤツもいる──ビスコみたいに僕をいじめることにしか使わないヤツもいるけどさ。


    　悪魔は種類も多く、実際のところ僕も全体像なんてわからない。吸血鬼も結局、悪魔の中の一種族でしかない。


    「まったく、あの連中ときたらやり方がえげつないんだよ。人間社会に溶け込んでる悪魔が、ボロを出すようにし向けるからね」


    　ビスコはあんパンをかじりながら言う。もう、瞳の色は赤ではなくなっていた。


    「ボロって？」


    「悪魔が嫌いなものを不意に出したりね──気をつけなよ、デモン。アンタみたいなのがすぐにボロを出すんだ」


    　紙パックの牛乳をちゅーと吸うビスコ。


    「べ、別に僕は平気だし」


    「ふーん。あかりちゃんと話してるときなんて、鼻の下どころか牙きばまで伸ばしてるくせに？」


    「伸ばしてない！」


    「まぁ、下へ手たをうって悪魔バレしたとしても、アタシの名前は出すんじゃないよ？」


    　にっ、と笑うビスコの口。


    　ふつうの人よりはすこし長い犬けん歯しが見える。


    　僕は、舌で自分の歯を確認する。ビスコほどじゃない。でも、犬歯はちょっと長い。これがむずむずしたときが要注意──僕の身体が悪魔のほうに傾いているときだ。


    　悪魔化、と僕は呼んでる。


    　一度だけ、僕は悪魔化してしまったことがある。そのときのことは、今も思い出したくない記憶だ。二度としたくはない。


    「デモンくーん、ビスコちゃーん」


    　屋上にやってきたのは、あかりちゃんだった。


    　手にお弁当の袋を持って、背中には──なんだろう、大きな風ふ呂ろ敷しき包みを背負っている。


    「…………」


    「…………」


    　僕とビスコが目を合わせる。──なんだ、あれ？


    「お昼ご飯食べ終わっちゃったかな？」


    「あ、うん、大体……って言っても、パンだけど」


    　目の前でビスコが、最後のジャムパンを食べていた。ブルーベリーのジャムパン。ちなみにビスコの大好物なのだ。


    「えーん、残念。いっしょに食べたかったなぁ」


    　僕とビスコの並ぶ前に、ぺたりと座るあかりちゃん。


    「僕は用事もないから、付き合うよ」


    「ほんとっ？　えへへー、うれしいな」


    　えへへー、僕もうれしいです。


    　なんて思っていたら、横のビスコが僕のことをものすごく見下したような目で見ていた。


    「あ、私がいたら、邪じや魔まかな、ビスコちゃん」


    「いいえ、大歓迎ですよ」


    　つい今し方の顔などどこに消したのか、微笑ほほえんでビスコが答える。


    「ほんとう？　迷惑じゃない？」


    「えへへー、私もうれしいです」


    　などとビスコが言うものだから、


    「はっ」


    　と僕が思わず鼻で笑ったのは自然の道理だと思うんだ。


    　なに、ビスコ、あかりちゃんに敵かなうと思ってるの？　あかりちゃんはビスコみたいな暴力女じゃないんだよ？


    　そうしたら、


    「────」


    　見てる。


    　ビスコがものっそいこっち見てる！


    『カクゴハ、デキテルカ？』


    　ってビスコの口元が動いた気がする！


    「…………」


    　僕は顔を逸そらす。


    　僕の後頭部にビスコの視線が熱線となってバチバチ当たっている気がする！


    「そういえば、ブリュンヒルドさんすごい人気だねー」


    　お弁当を開けながらあかりちゃんは言った。卵形のお弁当箱。二段重ね。ふりかけの振られたご飯。ピンポン球くらいのハンバーグに、ミニトマト、ブロッコリー。それにタコさんウインナー。


    　小さく切ったゆで卵をぱくりとあかりちゃんは口にする。


    「んふふー、おいしっ」


    　ああ、僕はあかりちゃんにだったら食べられてもいい！


    「あかりちゃん、デモンがいやらしい目で見つめてる」


    「ビスコッ!?　見てない、見てないよ！」


    「いやらしい目？」


    　きょとんとするあかりちゃん。


    「え、えーと……」


    　ダメだ、話を変えよう。


    「ほら、転校生の彼女、男子たちに連れられて校内見学してるみたいだねー。男子どもが浮かれちゃってね、あはは、ほんとにあいつら下げ僕ぼくになるのかなー。下僕とか、ひどいよね」


    「そう……なのかな？」


    「そう、そうだよ！　すっごい高慢ちきな女だよねー！　僕ああいう人は苦手だなぁ」


    　もっとも、ごく近距離に高慢ちきというかすぐに暴力をふるう女もいるけどね。


    「えっと、でも、ブリュンヒルドさんきれいだし、きっといい人だよ？」


    「どうだか！　きれいはきれいかもしれないけど──それほどじゃないし」


    　少なくとも僕はあかりちゃんのほうが好きだ。


    　けれどそのあかりちゃんは、表情をすこし曇くもらせていた。


    　僕はあわてて言葉をつけ加える。


    「それにきれいだからって、いいやつとは限らないもの。あれはきっと人の皮をかぶった悪魔だよ。退魔士エクソシストを演じている悪魔だったりしてね。あはははっ」


    　あかりちゃんの顔はますます曇る──というより、びっくりしてる。


    　え、なに？　なにをびっくりしてるの？


    　あかりちゃんの目は、僕を──じゃない、僕の背後を見つめていた。


    「…………」


    　イヤな予感とともに、身体中から汗が噴き出る。


    　ゆっくり、振り返った。


    　僕の鼻先に、足。


    　生足。


    　膝ひざ小こ僧ぞう。


    　白い肌。


    　すーっと視線を上げる。


    「退魔士エクソシストを演じる悪魔……なかなかおもしろいジョークですわね？」


    　エリス＝ブリュンヒルドがにこやかに立っていた。


    



    



    「え、え、エリ、エリス……」


    　エリスの背後に控えているのは十人ほどの男子たち。もちろん、そこには法ほう条じようの姿もあったりする。


    　動転した僕が言葉に詰まっていたとき、屋上を一陣の風が吹き抜けていった。


    「え──」


    　僕の目線は、ちょうど、エリスの腰のあたり。


    　ふわっ──とスカートがめくれて。


    　見えた。


    　薄いピンクの三角形。


    　それはレースの縁ふち取どりの付いた可愛かわいらしい……。


    「パン──ふぐっ!?」


    　いきなりのことに、ラッキー、とか、ヤバイ、とかそんなことを考える余裕もなく。


    　エリスの右足が僕のみぞおちに突っ込まれ──僕は白目を剥むいてからその場に転げそうになるのをぐっとこらえる。


    「デモンくん？」


    　ちょうど僕の陰になっていてあかりちゃんには見えなかったみたいで。


    　ていうか。


    　痛いからー!?


    　涙出てきたよ!?


    「いきなり、な、なに……するんだよっ！」


    　エリスは白々しいほどの笑顔を浮かべて言った。


    「今なにか、ご覧になって？」


    「そりゃ見……」


    　見た。見たよ。薄いピンクの……ぱ、パンツ。


    　かぁっと顔を赤くしているだろう僕を見下ろしつつ、エリスは言う。


    「記憶がなくなるまで蹴けって差し上げてもよろしくてよ」


    「い、いいえ……結構です」


    「デモン、今、い、今、見たのかッ!?」


    　食いついてきたのはエリスの後ろにいる我が友人（のはず）法ほう条じよう。


    「……ミ、見テナイヨ」


    「うそつけ！　発音がロボットみたいになってるじゃないか！」


    「ホントダヨ。僕ハ悪イデモンジャナイヨ」


    「この卑ひ怯きよう者！　ホイミスライム！　ずるいっ！」


    　そうだ、ずるい、ずるいぞ！　と反応する男たち。


    「それはそうと──」


    　僕と法条の心温まる友好的やりとりをきれいに無視して、エリスが言った。


    「お食事のところ、お邪じや魔ましますわ。なんでも、映画を撮影されているとお聞きしまして。それが吸血映画だとか？」


    「んあっ」


    　誰だ。誰がバラした!?　よりによって──リアル退魔士エクソシストに。


    「…………」
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    　僕はちらっと法ほう条じようをにらむ。素そ知しらぬほうを向いてピーとか口笛を吹いていた。


    　犯人、発見。


    「詳しいお話、聞かせてくださる？」


    　お聞かせできません！　と僕が言う前に、あかりちゃんが反応してしまった。


    「はいっ、もちろん！　むしろ私のほうが、エリスさんにいろいろと聞きたいかもですっ」


    「あらあら、わたくしでお力になれることがありましたら、お手伝いしますわよ？　もちろん、悪魔が滅せられるストーリーに限定されますけれど」


    　エリスがくすりと笑う。


    　ヤバイ。


    　映画に関わらせちゃいけない。大体、僕がこの人のそばにいるというだけで、吸血鬼の血を引くことがバレる確率を、上げているようなものじゃないか！


    　ビスコ──どうしよう、どうやって追っ払ったらいい？　ビスコ！


    「……ビスコ？」


    　隣に座って最後のブルーベリーのジャムパンをかじっていたはずのビスコは──。


    　姿を消していた。


    「……ビスコさん？」


    　あれぇ？　つい、今までここにいたはずなのに？


    「ビスコちゃんなら、さっきの話の途中でいなくなっちゃったよ？」


    　あかりちゃんが言った。


    「…………」


    　いなくなったビスコは、きっと、エリスが来たことを知っていたから。


    　つまり。


    　裏切ったなぁ──!!


    「あら、そちらの包みはなんですの？」


    　心の中で悪魔ビスコを呪のろう僕だったけれど、その横ではあかりちゃんとエリスがにこにこと会話を続けている。


    「あ……これは、そのぅ」


    　あかりちゃんのほおがピンク色に染まる。


    「できれば見てもらって、アドバイスとかもらえるとうれしいですっ」


    　その風ふ呂ろ敷しき包みをエリスに差し出した。


    　エリスは怪け訝げんな顔で包みをほどいて、


    「まぁ」


    　中身を見て、驚いたのだろう。口元に手を当てている。


    　僕だってびっくりした。そこにあったのは、


    「じ、十字架……？」


    　銀色の光こう沢たく。大きさは六十センチくらい？


    　ただ十字架の形をしている金属の塊かたまりではなくて、縁ふち取どりや凹おう凸とつがつけられている。


    「ど、どうかな」


    　あかりちゃんが真っ赤になって僕に聞いてくる。


    「すごい……」


    　僕は思わず言っていた。


    　すごい、気味が悪いです。


    　正直言うと、そんなバカでかい十字架を見せられると、ものっそい吐きたい気持ちでいっぱいです。


    「こちらは、映画の小道具なのかしら？　すばらしいわ！　こんなに大きな十字架をどこで入手されましたの？」


    　やたらと機き嫌げんがよくなるエリス。


    「えっと……私、美術が得意だから」


    「作ったの!?」


    　僕が聞くと、あかりちゃんは恥ずかしそうにうなずいた。


    　ああ、恥ずかしそうな仕草が可愛かわいい。可愛すぎる。でも「美術が得意」とかそんなレベルで作れるものじゃないよね、これ？


    「作るのに一年かかっちゃった」


    　ぺろりと舌を出すあかりちゃん。ああ、いちいち仕草が可愛いです、あかりちゃん。でも、一年前から吸血映画を撮るつもりだったってことなのかい？


    「本物の銀だから、すっごくお金もかかったんだぁ」


    　やる気満々過ぎないかい？


    　ちなみに言うと……あかりちゃんのお父さんは会社の社長だったりして、お金持ちだ。


    「純銀とはさらにすばらしいですわ！　吸血鬼だって裸足はだしで逃げ出しますわ！」


    　できれば靴を履はいたまま逃げたい。


    「それで──これは映画の作中でどのように登場しますの？」


    「うん、これはね」


    　あかりちゃんは僕を見て、意味深に微笑ほほえむ。


    「吸血鬼に投げつけて、相手を倒すの」


    『悪魔城ドラキュラ』かッ！
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    　逃げ出したビスコは五時間目になると教室の席に戻っていた。


    　勝手に逃げ出したことを問い詰めてやらなくちゃ──と意気込んで向かった僕がなにかを言う前に、


    「あかりちゃんに、映画の話をしたいから部活のときに部室に来てね、って言われてたんだけど──アタシ、用事があるから先に帰ってるから」


    　一方的に言われた。


    「いや、でも、あの……えーと、そうじゃなくて……ビスコ、さっきどうして」


    「返事は？」


    「返事っていうか」


    「デモン、返事」


    「……は、はい」


    「よし、わかったな」


    「はい」


    　あれぇ？　おかしくない？


    　ビスコを問い詰めるはずが、どうして僕が強く言われてるの？


    　結局ビスコは、言葉のとおり先に帰ってしまった。


    



    



    「『セレーナ……なぜだ、なぜお前はヴァンパイアのままなんだ。元凶となるドラキュラは倒したというのに。あの苦労も、血を吐くような痛みも、すべてそのためだったのに』」


    　放課後、映画部の部室にて。


    「うん、いいよ、いいよー。さぁ、そのまま恋人に押し倒されるようにベッドへ！」


    「えーっと……ベッドは今、あかりちゃんが作ってるやつだね」


    「あっ、そうだったっ」


    　今日の放課後、僕が部室にやってくると妙なものが端はしっこに積んであった。


    　黒のカーテン。裁さい縫ほうセット。古びた本、などなど。


    　どうやら撮影場所は我が映画部部室だったみたいで。


    「あともうちょっとで──」


    　あかりちゃんはさっきから、僕がセリフを読むのを聞きながら裁縫仕事をがんばっている。


    　彼女が座っているのは、体育館にあった体操マット。体育の先生に断りを入れて借りてきたのだ──ふたりで運ぶのは大変だったけど。


    　このマットをベッド代わりにしようというのだ。簡単なベッドカバーを今、あかりちゃんが作っている。


    　周囲を黒のカーテンで囲って、撮影セットのできあがり。


    　照明を工夫して、暗く撮影すれば「それっぽく撮れるんだよー」とあかりちゃんは言っていた。そのあとに「……たぶん」とつけ加えていたけれど。


    「できたっ」


    　あかりちゃんは軽く黄色のシミがついたカバーを広げて見せる。あちこちをほつれさせているのは、古い感じの演出──らしい。


    　体操マットにでこぼこをつけて敷いて、そこにカバーをかぶせる。


    　古びた本を配置して、枕まくら代わりに余った布をぐるりと丸めて、カバーの下に突っ込む。


    　すると──そこだけ見ればほんとうに古いベッドみたいだった。


    「おお、雰ふん囲い気き出てる！」


    「ほんと!?　やったー、うれしっ」


    　はにかんで笑うあかりちゃん。


    「デモンくんもがんばってくれてるから、私もがんばるの」


    「そ、そんな、僕なんて……」


    「ささ、主演俳優さん、ベッドの使い心地をどうぞ」


    　あかりちゃんが僕にベッドを勧める。


    「う、うん──えいっ」


    　後ろを向いて、どすっと転がってみる。


    「どうっ!?」


    「…………」


    　……うん、まぁ、体操マットは体操マット以外の何物でもないよね。


    「ひょっとして……痛かった？」


    「ううん、痛くはないよ。──寝心地は、ちょっと悪そうだけど」


    「あははっ。それじゃあ、恋人に押し倒されるような感じで転がってみてくれるかな？」


    「えーっと……こう？」


    　僕は起き上がり、ゆるゆると倒れた。こてん。


    「うーん」


    　あかりちゃんの可愛かわいらしい眉み間けんにしわが寄る。違うらしい。


    「こうかな？」


    　ころん。


    「うーん」


    「じゃ、こう？」


    　ころりん。


    「うーん……もっと、こう、吸血鬼のボスを倒して、恋人が戻ってくるはずだったのに、恋人は吸血鬼のまま……ああ、もう、どうすればっ──みたいな感じ？」


    　どんなだ。


    「こう？」


    　ぼふっ。


    「うーん」


    　ベッドの上に半身を起こして僕はぼやく。


    「ひとりでやってるからわからないのかな。やっぱりビスコが来てからじゃないとダメかも」


    「相手役かー。それじゃ私が恋人役やってみるよ」


    「……え？」


    　あかりちゃんは僕の前に立っていた。


    「あ、あ、あかりちゃ──」


    「立って」


    　あかりちゃんに促うながされ、僕はのろのろと立ち上がる。


    　すると、僕が心の準備をする前に、


    「いい？　恋人はこうして、デモンくんの肩に手を載せるの」


    　あかりちゃんが僕の両肩に手を載せ、顔を寄せる──。


    「そしてささやくの──。『あなたが好きだった私はもういない……私はただ、あなたの血が欲しいだけ……』」


    「────」


    　ぞくり、と背筋に電流が走ったみたいだった。


    　あかりちゃんのささやきが……僕の耳をかすめて、甘く響く。


    「『吸うわ』」


    　僕はあかりちゃんに導みちびかれ、そのままゆっくりと倒されていく。


    「────」


    　ヤバイ。


    　心臓が、超ドキドキしてる。


    　体操マットに、そのまま倒される僕。


    　背中がベッドを感じ、あかりちゃんの手から彼女の体重を感じる。


    　近い……。あかりちゃんの息づかいを、感じられるほどに。


    　長い髪が垂たれて、僕のほおに触れた。


    　ふわりと鼻を突く、甘やかなにおい。


    　──危ない……。


    　心臓の鼓こ動どうがさらに早くなる。すさまじく速く。


    　歯の根本がむずむずする。犬けん歯しが──牙がせり出してくる。


    　身体の汗かん腺せんという汗腺から、汗が噴き出した。


    



    　なにかが、僕の身体の奥底で、目覚めた。


    



    「ここで、恋人がデモンくんを……咬かもうと、して……あれ……」


    　あかりちゃんの声が、変わる。


    「はぁ……はぁ、どうしたんだろ、なんか、熱い──」


    　熱っぽい声になって、僕の耳元をくすぐる。


    　そのままあかりちゃんの耳が、僕のほおに触れる。


    　僕の身体から、なにかが──霧きりのように流れ出している感触。それは吸血鬼が使用する、誘惑テンプテーシヨンの力──。


    　──ヤバイ、ヤバイ、ヤバイ。


    　肉体が、僕の細胞のひとつひとつが叫んでいる。


    　咬んでしまえ。


    　この女の首筋を咬め──。


    　──わかった、わかってる……いや、違う、止やめ……これから──咬む。


    　僕は震ふるえる手を伸ばし、あかりちゃんの髪を掻かき上げる。


    　びっくりするくらい白い首筋。おいしそうな首筋。
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    　──咬かめ、早く……さあ、食べてしまえ。


    　口を大きく開く。


    　そして彼女の首筋に──。


    「────」


    　止まった。


    　僕の視線の先、ＤＶＤを収めた収納棚だな、そのガラス戸。


    　口を大きく開いた誰かが、映っていて。


    　──誰だ……これ……。


    　顔は青白く、目は爛らん々らんと赤い。


    　そして長々と生えた牙きば。滴したたる唾だ液えき──。


    「──っう、わあああああ!?」


    　僕が叫ぶとあかりちゃんがびくりとして身を起こした。


    「あっ──ごめん、痛かった？　あ、あの、デモンくん──」


    「ハァッ、ハッ、ハァッ」


    　僕は頭を抱えてその場にうずくまる。


    　動どう悸きがひどい。血が駈け巡る。それなのに、汗という汗が引っ込んでしまい、身体がウソみたいに寒かった。


    「わっ、私、無理にあなたのこと倒しちゃって……その」


    　僕は力なく首を振った。あかりちゃんの顔が見られなかった。


    　ちらりと視線を向けたガラス戸には、気弱に身体を震ふるわせている中学生が映っていただけだった。


    



    



    　その日は、もう練習をする気にもなれず、あかりちゃんも図書館で調べ物をすると言ったのでお開きになった。


    　あかりちゃんには何度も「ごめんなさい」と言われ、そのたびに僕も「僕こそごめん」とよくわからない返事をしていた。


    　夕方、ひとりで家にたどり着いても、気持ちは晴れなかった。


    　──あのときの僕は、僕じゃなかった。


    　つながらない携帯電話をベッドに放り投げて、僕は部屋の床に座り込んだ。


    　こんなときに父さんにも、母さんにも連絡がつかず、ビスコの携帯電話にかけても反応がなかった。


    　──吸血鬼の血……。


    　この調子じゃ、いつ何なん時どき誰かにバレてもおかしくない。


    　ちゃんとしなくちゃ、ちゃんとしなくちゃ、ちゃんとしなくちゃ……。


    「人間」を保たもったまま、あかりちゃんと向き合えるようにならなくちゃ……。


    　僕はベッドに入り込むと、そのまま寝てしまった。
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    　部室の「ベッド」はだんだんと本物のベッドに見えるようになってきた。


    　周囲を黒のカーテンで囲って、隅にはロウソクを灯ともす。


    　窓を段ボールでふさいで、部屋の電気を消すと──。


    　ロウソクの弱々しい明かりに浮かび上がる、白のベッド。


    「あかりちゃん……」


    　ベッドに身を横たえていたのは、制服姿のあかりちゃんだった。


    　僕は黒のマントに身を包んで、彼女のそばに片かた膝ひざをつく。ひらりとめくれたマントの裏側は、紅あか。それは悪魔の好む色。


    「あかりちゃん……」


    　そっとささやいても、彼女は返事をしない。ただ小さく息をして、のけぞるように、喉のど元もとがあらわになっている。


    「……ゴクリ」


    　僕は自分のつばを呑み込んだ。


    　あかりちゃんの肩に手を触れる。小さな肩。


    　ゆっくりと身をかがめると、あかりちゃんの身体から──甘あま酸ずっぱいような、におい。女の子のにおいがする。


    　僕の身体が熱くなる。心臓がばくばく言う。あかりちゃんは目を覚まさない。


    　左手を差し伸べ、彼女の胸の小さなふくらみに当てる──。


    「──んぅっ」


    　僕はハッとして手を引く。あかりちゃんはすこし反応しただけで、また穏やかな呼吸を繰り返す。


    　手に残った、感触。


    　服の上からでも、ふくらみは感じ取れた。そしてブラジャーのちょっと固い感じ。


    　僕の心臓が、胸を突き破りそうなくらいに脈打っている。


    「あかり、ちゃん……」


    　喉がからからだった。風もないのにロウソクの火が揺れた。


    　僕はもう一度身をかがめる。


    　あかりちゃんの白い首筋に、数本かかっていた黒髪を取りのける。


    　喉のどが鳴る。


    　あかりちゃんのにおいが鼻び腔こういっぱいに広がる。


    　めまいがするくらい、いいにおいで──。


    「────」


    　僕は口を大きく開いた。


    　思いっきり、あかりちゃんの首筋に、咬かみついた。


    「ひううぅっ！」


    　びくん、とあかりちゃんがのけぞって。


    　口の中に、温かくて、甘い血がいっぱいに広がって。


    　僕は──。


    



    



    「──うっ」


    　僕は、目が覚めた。


    　チュン、チュン、チチチ……とスズメの鳴き声。


    　そこは僕の寝室、ベッドの上。窓から射さし込んでいる朝日。


    　昨日、疲れてそのまま眠り込んでしまったのを思い出す。


    「……これって」


    　僕は額ひたいに手を当てた。べっとりと、汗。


    　……夢？


    　今の──あかりちゃんを、咬んだの……夢？


    「最っ低の夢だ……ああああ」


    　すさまじいまでの自じ己こ嫌けん悪お。僕は、あれだけ自分でいやがっていた吸血鬼になっていて、しかも、しかもあかりちゃんの首筋に牙きばを──。


    「……デモン、起きてんの？」


    　廊下を歩く音が聞こえた。ビスコらしい。


    「うん……」


    　僕はようやく、それだけ答えた。


    「そう。アタシちょっと寝るから」


    「え？　ひょっとして今帰ってき──」


    　ビスコは昨日みたいに、夜中出かけていたのだろうか？　二夜連続で夜中に出かけるなんて今までなかったのに──。


    　──とかね。


    　心配している余裕なんて僕にはまったくなかった。


    　ベッドの上に身を起こそうとしたとき、気がついた。


    「…………？」


    　ぬるっ。


    　なにか……なにか、よからぬ感触が、太ももにある。


    　これ、は……。


    　これは？


    　僕はズボンを開けて、中をのぞき込んでみた。


    「ひううぅっ!?」


    　思わず叫んでいた。


    　あああああああああああああああああああああああ!!


    　最低だアアアアアアアアアアアアア!!


    　このぬるぬるした感触と、すぅ～っとさわやかというか冷たいくらいの感触と、この、この、このこのこのこの鼻を突く十本足の海洋生物的なにおいは……。


    　僕の脳のう裏りに、漢字二文字。


    　夢、の文字で始まるアレ。


    　最低だ最低だ最低だ！　僕のバカバカバカ！


    　よりによって。よりにもよって！　あかりちゃんに牙きばを立てることで夢○するなんて!?


    　脳裏に、イヤな記憶が一瞬よぎる。


    　それは僕が、一度だけ悪魔化しかけたときのこと。


    　幼稚園のころだった。あかりちゃんが泣いているのを公園で見かけた。あかりちゃんの足下には、セミの死し骸がい。見上げると、ジャングルジムに、当時のいじめっ子がへらへら笑いながら座っていた。そいつが、あかりちゃんに投げつけたのだ。


    　あかりちゃんは大の虫嫌いだ。


    　──お前がやったのか。


    　──だったらなんなんだよ。


    　──謝れ。


    　──へっへへへ。誰が謝るかバーカ！


    　笑い続けるいじめっ子。


    　僕の横で、泣き叫ぶあかりちゃん。あかりちゃんは僕の手を握って、言った。


    　悲しい、と。


    　──謝れって言ったんだ！


    　その一瞬、僕は我われを忘れた。


    　気がつくと、ジャングルジムの鉄骨が何本もへし折れ、ジャングルジムが傾いていた。


    　──う、うわ、うあああああ……。


    　おしっこを漏もらしながら、いじめっ子は泣いていた──。


    　結局、ジャングルジムは老ろう朽きゆう化のせいで崩れたとかなんとかそんなことになり、撤去された。いじめっ子はどこかに引っ越してしまった。あかりちゃんは、そのときのことを覚えていないみたいだった。


    　そして僕は、悪魔化するということの意味を初めて知った。


    　あんな力……僕は要いらない。だから、あかりちゃんの血を吸うなんて論外だ。ましてや、それを夢にまで見るなんて……。


    「……片付けよう」


    　こんなの、もう、絶対誰にも言え──。


    「……デモン？」


    　僕の身体が、凍りついた。


    　部屋のドア、そのすぐ前に立っているビスコの気配。


    「……なぁに？」


    　まるで無む垢くな幼女のような声で、僕は答えていた。


    　無垢どころか汚れまくってますけどね!?


    「大丈夫か？　なんか……変な声がしたけど」


    「なんでもないよぅ」


    　精一杯──ああ、ほんとうに精一杯僕は平静を装よそおって答えた。すごい。僕はやっぱり役者に向いているかもしれない。


    「そう……それならいいんだけど」


    「…………」


    　よかった～～～～～!!　騙だまし切った！


    　ビスコにだけは絶対に知られちゃいけない。こんな失態。バレたら何年も先まで言われるに決まってるもん！


    　あとは気配を殺して風ふ呂ろ場ばに行って、パンツを洗って……。


    　ギィ……。


    　と思っていたら、ドアが、開いた。


    「え？」


    　そこに立っていたのは、ロングのＴシャツにジーンズという姿のビスコであり。


    　彼女は、この上なく楽しそうに──、


    「なんでもないわけあるかァァァ！　デモン!!」


    　笑った。


    「なんでドア開けるんだよ!?」


    「なにか隠している、なにか隠しているねぇ!?」


    　ヤバイ！　僕はビスコを甘く見ていた。悪魔の勘かんをバカにしてた！


    「ははーん……」


    　僕がぬるんぬるんくねりんくねりんしている股こ間かんを隠すべく、掛け布ぶ団とんをかき集めようとすると、ビスコは言った。


    「ベッド、だな」


    　ぎくっ。


    「股間、だな」


    　ぎくぎくっ。


    「なななななななにをなにになにをおおおっしゃっているのか僕に」


    「布団を剥はがせー！」


    「ギャァァアアアアアアアア!?」


    　飛びかかってくるビスコと、逃げようとする僕と、なんだか、もう、ほんとうになんだか、どうしようもない朝を過ごしたのだった。
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    　で、まぁ。


    　僕が寝ている間にやってしまった痛々しいことについてはあっさりとバレた。


    「ったくデモンは、アタシがいないときに限ってそういう夢を見るわけか」


    　結局ビスコは一時間ほど寝てから起きてきて、その間に僕はシャワーを浴びたり残念なパンツを手洗いしたりして、朝ご飯の準備をした。


    　フランスパンにクリームチーズ、それにゆで卵と……トマトジュース。別に、トマトジュースに変な意味はないんだけどね？　色とかね？　赤いけどね？　血じゃないからね？


    　ビスコはトマトジュースじゃなくて牛乳だ。牛乳、好きなんだよね。悪魔が牛乳……まぁ、それはともかく、ごくごくごくと牛乳を飲み干して、にやりとする。


    「今度いっしょに寝てあげようか？」


    　僕は思わず剥むいていたゆで卵を落としそうになった。


    「なんでそうなるんだよっ」


    「やー、アタシ、淫魔サキユバスだからね？　そういう夢を見ても、ちゃーんと吸い取ってあげるから」


    　つう、とビスコの唇の端から牛乳が垂たれる。それをビスコはぺろりと舌ですくった。


    　その仕草がなんだか……いやらしくて、僕はどきどきしてしまう。


    「す、吸い取る、って、別にいいよ、そんなの」


    　なにを吸い取るんだろう……。


    「気になる？」


    「……え？」


    「なにを、吸い取るか……」


    「────」


    　気になる。まさか──。


    「プッ」


    　え？


    「あっははは！　あはははっ。そんな顔するなって！　まだデモンには早いかもねー」


    　いきなりビスコが笑い出した。


    「う、うるさいなっ！　ビスコこそ昨日今日と、夜に出かけてなにやってたんだよ」


    「んー……野や暮ぼ用かな」


    　そのときビスコは一瞬、目を逸そらした。


    「さ、学校に行こうか。──デモン、あの女、わかってるだろうけど気をつけな」


    「あの女？　転校生のこと？」


    　そう、とつぶやくとビスコはさっさと部屋を出ていってしまった。


    



    



    　いつものように、郵便ポストのところであかりちゃんと合流したけれど、僕はあかりちゃんの顔をまともに見られなかった。


    　とはいえ今日もいっしょについてきたビスコもそんな僕に突っ込みを入れるわけでもなく、ただ黙っていた。なにかをずっと考えているみたいだった。やっぱり三百歳くらいになると考えなくちゃいけないことも多いのだろうか。


    「──ん、あの人だかりなんだろ？」


    　校門を通ったときに、あかりちゃんが言った。


    　それは校庭の向こう、敷地の隅すみ。生徒たちが二十人くらいは集まり、ざわついていた。


    「飼育場？」


    「そうみたい」


    「なにを飼っているところですの？」


    「ああ、学校で鶏にわとりを──」


    　言いかけて僕は絶句した。横に立っていたのは、ドイツからの転校生にして退魔士エクソシスト、エリス＝ブリュンヒルドだった。


    「鶏……」


    　エリスは、すぅっと目を細めていた。なにかを考えるみたいに。


    　そして、案あんの定じようビスコも姿を消していた。わかっているなら、逃げる前にエリスがいることを教えてくれればいいのに！


    「私、ちょっと見てくる」


    　あかりちゃんが言った。そうだ。あかりちゃんは生徒会だから、問題があったのなら把は握あくしておきたいのだろう。


    「ぼ、僕も行く」


    「わたくしも行きますわ」


    　飼育場は、コンクリ塀にトタン屋根、鉄の網を張っただけの簡単な作りのものだった。


    　僕らが向かうと、飼育係のひとりらしい女の子が、あかりちゃんに気がつく。


    「あ、七なな竈かまどさん」


    「どうしたの？」


    「それがね──」


    　彼女はあかりちゃんに手のひらを開いて差し出した。


    　鈍にぶい金色に光る南なん京きん錠じようが載せられていた。


    　ただ──金属のフックの部分が、ひしゃげていた。


    「飼育場のカギを壊されちゃったみたいなんだ」


    「被害はそれだけ？」


    「鶏にわとりが一羽見あたらないの。何羽か外に逃げてたから、中に戻したんだけどね、どうしても一羽見つからなくて……ねぇ、これって私たちの責任かな」


    　表情を曇くもらせる女子に、あかりちゃんが微笑ほほえんで、肩にそっと手を当てる。


    「大丈夫よ。私がちゃんと先生に報告しておくから」


    「ほんと？」


    　ぱっと表情を輝かせ、女子は他の飼育係のほうに歩いていった。


    「あかりちゃん、これって……」


    「うん、なんだろ。イタズラかな？」


    　僕もイタズラだろうかと考えながら、腑ふに落ちない気がした。イタズラにしてはたいしたことがないというか。


    「……鶏」


    　僕らの横ではエリスが、真剣な目で飼育場の中を見つめていた。


    　網越しに、中の様子が見える。


    　鶏たちが、これまでと同じようにエサをついばんでいる。


    　今までと違うのは、一羽が逃げたらしいこと。


    「興味深いですわ」


    　エリスはそう言うと、不敵に笑ってみせた。
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    　──ぴー。新着メッセージを、再生します。


    『あ、デモン？　お母さんよー。元気？　ちゃんとご飯食べてる？　ビスコちゃんと仲良くやってる？　今ねー、お母さん、お父さんといっしょにバルセロナにいるの！　スペインってすっごいご飯おいしいのねー、お母さん知らなかった。ご飯だけじゃなくてお酒もね、ワインばっかり飲んでるんだけど──あ、あ、あー！　お父さんがいない！　ちょっと、捜さがしに行ってくるから！　あ、そうだ、日曜日に町内会長さんに会う約束してたんだけど、できなくなっちゃったって言っておいてね！　間違ってもお父さん追いかけて地球の反対側に行ったとか言わないでね！　みっともないし！　それじゃあねー！』


    　──メッセージは、以上です。


    



    



    　昼休み。僕は携帯電話に残されていたメッセージを聞いて、ため息をついた。母さんも父さんも、まだ戻らないみたい。


    「…………」


    　僕の前の席、法ほう条じよう五ご刻こくが僕のことをじろーっと見ている。


    「なに？」


    「エリ……ブリュンヒルドさんと、お前は一体なんなんだ」


    　エリスちゃん、とか、エリスさん、と呼ばれるのをエリスは嫌うらしく、今朝からエリスの取り巻き男子どもには「ブリュンヒルドさん」という呼び名で統一させていた。


    「え？」


    「ブリュンヒルドさん、なんか、お前を見る目が違う気がする」


    　ぎくり、と僕は固まる。


    　見る目が違う。


    　それはつまり、「エクソシストが悪魔を見る目」的な意味で？


    「まさかデモンっ！　なにかあるのか!?　お前と……あの、清せい楚そで、一点の曇くもりもなく、気け高だかく、そして美しいブリュンヒルドさんが!?」


    「いや、あるわけないでしょ。ふつうに考えても」


    「……見たくせに」


    「え？」


    「エリ──ブリュンヒルドさんの……」


    　勢い込んだ法ほう条じようが、ぐっと声量を落とす。


    「パンツッ……！」


    「んあっ」


    　一瞬、昨日見てしまったエリスの、その、アンダーウェア的なものを思い出してしまう。あれは──屋上で風が起こした事故だよ、事故！


    「み、見たけども」


    　最低だ、僕。エリスのパンツを思い出して赤くなってる。


    「こんのやろぉー！」


    　イスから飛び上がった法条が、壁にへばりついたのち、襲おそってくる。その姿はまるでスパ○ダーマン──を、五万分の一くらいにスケールダウンした、貧相な中学生。


    「止やめろって！」


    　飛びかかられながら僕と法条は教室の床をごろごろ転がる。


    「ちくしょう、ちくしょう」


    「止やめろって、法条、ほら！」


    　こいつ──ほんとうにエリスのことが好きなのか。


    　僕の胸に、罪悪感。


    「ちくしょう、俺も見たかったっ……！」


    　それが本音かよ！　ちょっとお前のこと心配して損したよ！


    「だから、今ここで、デモンの記憶を消去し、俺も死ぬ！」


    「意味不明だよ！」


    　僕は周囲に助けを求めるも、周りじゃ「ああ、またデモンと法条か」「ふたりって仲いいよね。ひょっとして肉体関係でもあるのかな」「メシ食おうぜ」「そうそう、昨日部活でさー」と、もはや僕らのことなど気にも留められていない。


    「僕の記憶を消去したら──」


    　マウントポジションになった法条に、僕は言う。


    「法条に、彼女のパンツがどんなだったか教えてあげられなくなるな……」


    「────!!」


    　法条の顔が石像にでもなったかのように──石像だとしたらよほどできの悪い像だけど──固まる。


    「は、は、はは、デモン、お前、そんな、バカな、俺がそんな言葉に引っかかると」


    「ピンク色でさ」


    「クマ──────!!」


    　法条が光の速さで飛び退のくと、そのまま僕の手をつかんで引き起こし、肩をがっしりと組んで教室の隅すみへと連行。


    「ピッ、ピンク色で？　で？　で？」


    　興奮しすぎだ。気持ち悪い。


    　僕がやり返す。


    「清せい楚そで、一点の曇りもなく、気け高だかく、そして美しいブリュンヒルドさんのパンツの話をそんなにしたいの？」


    「言うな、それを言うな……ごめんなさい聖せい天てん使し猫ねこ姫ひめ様。でも俺はあなたのパンツに興味津しん々しんなんです」


    「……僕、法ほう条じようがここまで最低だと思ったのは初めてだよ」


    「それで!?　それでブリュンヒルドさんの──」


    「わたくしがなんですの？」


    「ひぃっ!?」


    　声が背後から聞こえ──それは明らかに、清楚で（以下略）なエリスのものだったわけで。


    「ブ、ブ、ブ、ブリュンヒルドさん……」


    「ごきげんよう、法条さん」


    　にこりと微笑ほほえむエリス。


    「ひゃぁい」


    　法条はゆで蛸だこのように赤くなり、「ひゃぁい」なんて三オクターブくらい高い声で言うと、その場にずるずるとくずおれた。名前を呼ばれたのがそんなにうれしかったのか……。


    「……黒くろ羽ばさん、いとこでいらっしゃる黒羽ビスコさんはどちらへ？」


    「ああ、ビスコなら」


    　僕は思い出す。昼休みになるとビスコは、「今日お昼抜くから」とぶっきらぼうに言って教室を出ていったのだ。


    　それを僕はエリスに告げる。


    「そうですの……」


    　エリスはひっそりと顔をしかめる。なんだろう。


    「それではお邪じや魔ましましたわ」


    「あ、ブリュンヒルドさん」


    　くるりときびすを返すエリスの背中に、僕は声をかける。


    　なんですの、と言いたげな顔に、


    「……日本には、やらなくちゃいけないことがあって来たって言ってたよね？　それってなんなの？」


    　僕はたずねた。


    　退魔士エクソシストのエリス。


    　そのエリスがやらねばならないこと、おそらくそれは──。


    「……それをあなたに言わなければならない理由なんて、欠片かけらもございませんことよ？」


    　にっこりと、満面の笑みで答えるエリス。


    「それともデモンさんは、わたくしのために命を懸かけてくださるの？」


    　同じ笑顔で──でも。


    　目が、笑っていなかった。


    「ま、まさか、やだなー。僕なんかがエリスさんに協力なんて……」


    「ブリュンヒルド。そうお呼びくださいね？　親しくもない間柄でファーストネームなど、失礼極きわまりますわ」


    　エリスはそう言うと、去っていった。


    「ああ。聖せい天てん使し猫ねこ姫ひめ様……」


    　惚ほうけたようなつぶやきが足下から聞こえ、法ほう条じようはそのまま気を失った。


    　もちろん、放っておいた。
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    　放課後、映画部の部室に僕らは集まった。ビスコも参加。


    　ちらりとビスコの顔を見る。食事をとっていないわりには、血色もいい。


    　悪魔にもいろいろ種類があって、ビスコは人間と同じように食事をすれば満足なのだという。ただ、どちらかといえば肉のほうがうれしい、と。


    「今朝の飼育場の事件、一応警察の人が来たみたいだねー」


    　とあかりちゃんが言った。


    　──肉。


    　まさか犯人は、鶏にわとりを食べるために襲った……とか。


    　まさかねぇ。


    「それはそうと、このセット、あかりさんが作ったんですか？」


    　僕がそんなことを考えていると、外そと面づらだけはいいビスコがあかりちゃんに言った。


    「う……うん、そうなんだ。あの、変かな？」


    「いいえ、よくできていると思います。すごいですね」


    「ほんとっ!?　ビスコちゃんにそう言ってもらえると、とってもうれしい！」


    「私には絶対できませんもの。いつもデモンから『不器用だ』ってバカにされるくらいですからねぇ」


    　言ってない言ってない。


    「えー。デモンくん、そんなこと言ってビスコちゃん悲しませたらダメだよ？」


    「い、言ってないよ」


    「めっ」


    　あかりちゃんが僕の額ひたいをこづく。


    　う……これなら、叱しかられるのも全然悪くない。顔がにやけてしまう。


    「──うっ!?」


    　足先から激痛。横に立っていたビスコが、僕の足を思いっきり踏んだのだ。


    　そして耳打ち。


    「……へらへらすんなよ、気色悪い」


    　ひどい！


    「？　どうしたの、デモンくん？」


    「い、い、いや、大丈夫……」


    「このベッドに私がデモンを押し倒すわけですよね」


    　ビスコがベッドのほうへ歩み寄る。


    　昨日よりも、セットはできあがってきていた。黒のカーテンで囲われ、ロウソクを載せる燭しよく台だいもあって──そう、まるで僕が夢で見たそのままに。


    「こうかな」


    　ビスコがひとりで、押し倒す仕草をする。


    　それを見て──僕は、思わず、昨日のことを思い出してしまう。あかりちゃんに押し倒されたときの感触は、柔やわらかくて……。


    「…………」


    　僕はそばに立っているあかりちゃんを見る。


    　あかりちゃんも昨日のことを思い出したのだろうか、顔が──真っ赤だった。


    　ちょ、ちょっと、そんな顔したら、僕まで恥ずかしくなる。


    「……あれ？　どうしたんですか、ふたりとも」


    　ビスコが怪け訝げんな顔でこちらを見る。


    「ははーん、もしかして、昨日このベッドがちゃんと使えるか試ためすために、実際にやってみたとか？　そうしたら予想外に密着するようなハプニングでもあって、気まずい思いをしたとか？」


    「────」


    　サイコメトラー!?


    　あるいは監視カメラでも置いてたの!?


    「──え？　当たっちゃいました？」


    「そ、そんなこと、な、ないよね……デモンくん？」


    「は、は、は、はい」


    　あかりちゃんがせっかくごまかそうとしたのに、僕の声が三回くらい裏返る。


    「ああ、それでデモンが朝にむ……」


    　朝。夢。夢○──僕の頭が回転し、


    「ビスコッ！」


    　飛びかかって口をふさぐ。


    「むー！　むー！」


    「言わないで言わないで言わないでお願いです頼みますほんと」


    　押し殺した小声で言う。


    「むー！　むーん！」


    　こく、こく、とビスコがうなずきつつ、


    「むー！　せーぃ！」


    　なに微妙に言おうとしてるの!?


    「ぷはーっ、はぁ、はぁ」


    　僕から解放されたビスコが、一瞬にやりとする。


    　こいつ……わかっててからかってる……。
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    「『おかしい、こんなはずでは……』」


    「『なにがおかしいの？』」


    「『セレーナ……なぜだ、なぜお前はヴァンパイアのままなんだ。元凶となるドラキュラは倒したというのに。あの苦労も、血を吐くような痛みも、すべてそのためだったのに』」


    「…………」


    「ビスコ？」


    「……うーん」


    　台本の読み合わせ。僕が言うと、ビスコは首をかしげる。


    「……デモンって、大根役者？」


    　ぐさり、と言葉が胸に突き刺さる。


    「もっと、こう、なんていうんですかね……」


    　ビスコがくしゃくしゃと頭を掻かく。それを、不思議そうに見つめるあかりちゃん。あかりちゃんはと言えば、セットに使う小道具をこつこつ作っている。今は照明に取り付ける反射板を作っているらしい。


    　僕はふてくされた。


    「そんなに言うならビスコがやってみたら」


    「うん……じゃ、聞いてて」


    　意外とすんなり引き受けたビスコに、僕がびっくりする間まもなかった。


    　すぅ、とビスコは息を吸った。


    「『セレーナ……』」


    　その声に──。


    　僕も、あかりちゃんも一瞬あっけにとられた。


    　悲しそうで。


    　痛々しくて。


    　でもどこかに愛情が残っている、声。


    「『なぜだ、なぜお前はヴァンパイアのままなんだ……。元凶となるドラキュラは倒したというのに』」


    　ビスコは台本を見ながらも、片かた膝ひざをつき、ぐっと頭こうべを垂たれる。


    「『あの苦労も』」


    　目の前にいる、誰かをつらそうに見つめ、


    「『血を吐くような痛みも』」


    　台本を持たない左手を、胸の前で握りしめ、


    「『すべてそのためだったのに』……！」


    　声を震ふるわせる──まるで、許しでも乞こうように。


    「…………」


    「………………」


    　僕とあかりちゃんは言葉を失い、その様子を見ていた。


    「……うーん、こんな感じ、ですかね？　どう、デモン──」


    「す……」


    「すごいっ！」


    　僕が言う前に、あかりちゃんが飛び上がった。


    「すごいよ、ビスコちゃん！　すっごく伝わってきた。主人公の、ジョシュアの、なにもかもに疲れてしまった感じと、悲しみと……そういうのが、すごく、伝わってきて……」


    　あかりちゃんが、瞳を潤うるませ口元に手を当てる。


    「あ、あははっ、バカみたい。私、自分で書いた脚本なのに……」


    「よくできている台本だと思います」


    　ビスコが近寄って、あかりちゃんの肩をそっと抱く。こくり、こくりとあかりちゃんがうなずく。


    「ありがとう……ビスコちゃん。私、ビスコちゃんの演技をムダにしないように、ちゃんと撮るからねっ」


    「それにしても──ほんとうに上う手まかったよ、ビスコ。どうしてあんなに上じよう手ずにできるの？」


    　僕がたずねると、ビスコは一瞬──ほんの一瞬、瞳に悲しみをよぎらせた。


    　けれど、


    「いい女の条件は、演技が上う手まいことだからね」


    　意地悪な笑いに紛まぎらせて、言った。


    「さ、デモン、やってみましょう」


    「う、うん」


    　僕は答えつつも、今のビスコの様子が気になっていた。


    「…………」


    　ビスコの演技はほんとうに上じよう手ずだった。


    　演技が上手というよりも、まるで、実際に経験したことがあるみたいだった。


    　そうか……僕が知っているのは、この三年間のビスコだけ。


    　それ以前のビスコを、僕は知らない。


    　ビスコの過去になにかがあったのかもしれない。それもそうだよね、三百年も生きていれば、きっと、なにかが起きる。


    　そのとき──ガラリと部室の戸が開かれた。


    「皆さん」


    　そこに立っていたのは、金髪の少女。


    「なっ──」


    　僕やビスコが現在最も避けている相手、エリス＝ブリュンヒルドがいた。


    「……ちょっとだけかくまってくださるかしら」


    　エリスの服はちぎれ、身体中に切り傷を作っていた。


    



    



    「……もう、大丈夫だよ」


    　あかりちゃんが廊下に出てきて、僕に言った。


    　エリスがケガをしているから、その手当てをするために制服を脱がすと言うので、僕は外に追い出されていたのだ。


    「ビスコは？」


    「ブリュンヒルドさんが、手を握ってもらえると安心できるから、って。いっしょにいる」


    　部室に入ると、たしかにエリスとビスコはいっしょにいた。エリスはベッドに座り、その横にイスを置いたビスコが、エリスの手を握っている。


    　エリスの制服は、左腕、裾すそ、スカートがちぎれていた。スカートは結構深くて、まるでスリットみたいだ。パンツまで見えそうだった──もっとも今、見ようだなんて全然思わないけれど。いや、ほんと。


    　絆ばん創そう膏こうが貼られているけれど、傷は浅かったみたい。


    「……ご迷惑をおかけしましたわ」


    　僕の顔をちらりと見て、青い顔のエリスは言った。


    「だ、大丈夫なの？　どうしていったいこんな──」


    「さっきから話してくれないんです」


    　ビスコは心底から心配しているように言った。でもそのとき、僕に目で合図した。


    　油断するな──って。


    「ほんとうに平気？」


    　あかりちゃんが近寄ると、エリスは弱々しく微笑ほほえんだ。


    「退魔士エクソシストにとっては日常茶飯事ですもの」


    「えぇっ!?　あの、その、学校の中に──なにか、いたの……？」


    「七なな竈かまどさんは知らないほうがよろしいかと思いますわ」


    「…………」


    　まさか悪魔が出たとでも……？


    「……きっと、言っても信用してもらえないでしょうし……もう行きますわ」


    「あの、でもっ、でもその服じゃ」


    「問題ありませんわ。家の人間を呼びましたから、車で迎えに来てもらいますの」


    「それなら、デモンは離れてたほうがいいかも」


    　不意にビスコが言った。


    「え？　どうして？」


    「だって……ブリュンヒルドさんの刺激的な格好を見たら、お家うちの人はびっくりするでしょう。そうしたら、男子はいっしょにいないほうが」


    「あ、あ、そっか……わかった。それじゃ今日は先に帰るね」


    「気になさらなくともよろしいのに」


    「あ、でも……その前に聞きたいんだけど、もう、校舎の中は……安全なの？」


    　すると、エリスは微笑んだ。


    「すっかり安全ですわ」
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    　先にひとりで家に帰ると、僕はやけに疲れてリビングのソファに座り込んだ。


    　飼育場の事件。傷を負っていたエリス。


    「……うーん、ほんとうに悪魔がいたのかな」


    　悪魔が学校にいたとしたら、ビスコは気づかないのだろうか？　わからない。あとで聞いてみよう。


    「それにしても、なんか疲れちゃった……」


    　慣れない演技の練習、やってきた転校生。急にいろいろと変わりすぎたんだっ。


    　うとうとし始めて──気がつくと窓の外はすっかり暗くて、部屋の明かりが点ついていた。


    　そして、僕の身体に掛けられたタオルケット。


    「……ビスコ？」


    　制服にエプロンをしたビスコが、僕の隣にいた。いた、というより寝ていた。僕に寄りかかって、頭を肩に載せてすぅすぅ寝息を立てている。


    　キッチンからはなにかを弱火で煮ているような音が聞こえていた。


    　たぶん、料理の途中でちょっと休むつもりだったんだろう。それで、ソファでそのまま寝ちゃった──。


    　昨日、ビスコは夜中ずっと出かけていた。寝不足、それに家事までしてくれてる。


    　いくら悪魔のほうが人間より体力があるからって、そりゃ、疲れるよね。


    「ビスコ……ありがと」


    「ん……んむぃ」


    　変な声でビスコが寝言を言う。どんな夢を見ているのか、びっくりするくらい幼く見えた。こうやって見ると、僕と同い年の女の子みたいで、可愛かわいくって──。


    「……って」


    　ビスコのことを、可愛い、なんて思ってしまった。


    　ま、まぁ、たしかに、学校じゃかなり男子から人気もあるし、暴力的なところをのぞけば、今こうして僕に寄っかかる身体は柔やわらかくって、温かくて……。


    「────」


    　なん……だろ、これ、この感覚。ふだん僕に対しては超イジワルで、怖いくらい。でも今は、今だけは、これまで見せたこともないくらいの油断した顔だった。


    「ふにゃ……ふぃー……」


    　口元からこぼれる寝息。柔らかそうな唇が、なにか言おうと動いている。こんなにビスコの顔をまじまじと見つめたのなんて、初めてかもしれない。あ、唇に髪の毛がついてる。取って……あげたほうがいいのかな。でも唇に手が触れたらびっくりするよね？　唇に──。


    「…………」


    　触って、みたい、とか思うのは変なんだろうか？　い、いや、わかってる、絶対変。変だよ。でも、なんか、すっごく柔らかそうなんだ。触ったら……こう、ふにっ、としそうな。


    「…………」


    　僕は無意識のうちに、指をビスコの口元に伸ばしていた。これは、その、髪の毛を取るためだよ？　うん、そう、だから別に、唇にちょっと触れちゃうかもとか期待してないし。ほんとに……。


    「……ふむぃー」


    　唇まで──唇にくっついた髪の毛まであと十センチというところで、ビスコが寝息を吐はく。


    　生温かい風が、僕の指にかかった。すっごく、滑なめらかな布で指をなでられたような感触。


    「────」


    　ヤバイ、ヤバイかも。唇を触ったらどんな感じなんだろうとか、ものすっごく考えてる、僕。きっと僕の唇とは……違うんだろうな。ていうか、その……キ、キスとかしたら、どんな感じなんだろ──って、もう、指先が、震ふるえて……あと、一センチくらいで、唇に、ついちゃうっていうところで……。


    　そのとき、


    『みぃ～んなっ、ごめんねっ☆』


    　場違いな、声が部屋に響いた。アニメ声。これは、とある人物から電話がかかってきたときに鳴る携帯電話の音で、


    『聖せい天てん使し猫ねこ姫ひめサマだよっ☆　あなたのココロもブッ壊す☆』


    　法ほう条じよう五ご刻こくからの電話で。


    「──デモン？」


    　どこかに置いてある僕の携帯電話に気を取られた瞬間、ビスコの声が、聞こえた。
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    「この指は、なに？」


    　僕に身体をもたせかけたままの格好で、ビスコ。目の前──というか唇の前、一センチのところに僕の人差し指。


    「…………」


    「………………」


    「唇についてる髪の毛をねブヒュンッ!?」


    　膝ひざから頭へ、電撃がほとばしるっ。


    「こんの──バカッ！」


    　バチッ、と右手を青白く光らせながら、ビスコが飛び起きる。


    「う、ふ、ふぁぁ、ふぁぁぁ……」


    　しびれと、痛みに僕が言葉を失っていると、


    「ほんっとにデモンは、バカ！　アホ！　アタシがひとりでどれだけ苦労したと思ってるんだよ！」


    「く、く、苦労、って……」


    「そしたらアンタは寝てるし！　もう──あっ、大変、火を止めなきゃ」


    　ぱたぱたとビスコはキッチンへ向かう。


    「……うっ」


    　痛い。痛いけど、まぁ、立てないこともない。


    　僕はのろのろと立ち上がり、キッチンへ入る。


    　キッチンではビスコが、鍋なべの味見をしているところだった。赤いなにか。トマトスープだろうか。


    「……ビスコ」


    　なにか、ビスコに聞かなくちゃって思ってたんだけど……なんだっけ？


    「なによ」


    「えっと……それ、なに？」


    「チキンの煮込み。もちろんニンニクは抜いてるけど」


    「ああ、チキンの……」


    　言いかけて、気がついた。


    　チキン。


    　鶏とり肉にく。


    　今日の朝の事件。あれも──鶏にわとり。


    　もしもあの事件が、お腹が空いた悪魔が起こしたのだとしたら？


    「……デモン」


    　僕に背を向けたまま、ビスコは言った。


    　冷たい予感が背中を駈け抜ける。


    「な、なに」


    　答えた僕の喉のどは、からからに渇いていた。


    「……チキン、ちょっと肉付きが悪いけど、我慢してね」


    　肉付きが悪い？　それってつまり、売っているようなものじゃない、ってこと？


    　だったら、まさか、その鶏とり肉にくは──。


    「肉、肉付きが悪い、って、もしかして……」


    　まさか、まさかまさか。


    　ビスコがゆっくりと振り返る。


    「血は全部アタシが吸っちゃったから」


    　ビスコの顔が、真っ赤な液体で濡ぬれていた。


    「ギャア────────!!」


    　僕は──腰を抜かしてその場に尻しり餅もちをついた。


    　ビスコだったんだ。


    　ビスコだったんだ！


    　昨日の夜、ビスコが、ビスコが学校の鶏にわとりを連れ出して、殺したんだ！


    　どうして!?


    　今までそんなこと、一度もなかったのに！


    　すると、


    「……ぷっ」


    　ビスコが、口元に手を当てて、


    「あははははははははっ！　や、やだ、デモン、びびりすぎ、っていうか、あははっ、これ、ほら、トマトソースだから！」


    「……え？」


    　ビスコはほおについた赤い液体を、人差し指につけると僕の前に差し出した。


    「うっ」


    　思わず顔を背そむけそうになったけれど、おそるおそる舌を出した。ビスコがそこに、さっと指先を走らせる。


    「……トマトだ」


    　ちろりと舐なめると、トマトの味がした。


    　……ていうかこれさっきの僕とビスコの、立場が逆っていうか……ビスコの指、舐めちゃったんじゃないか……？


    「でしょ？　大体さ、今の今まで寝てたアタシなんだから、いきなり血まみれになるわけないじゃん？」


    「…………」


    「ほら、立って。ったく、情けない」


    「だってほんとうにびっくりしたんだよ……」


    　タオルで顔を拭ふいたビスコに起こされる。まだ足がふらふらする。


    　なんかもう、いっぺんにいろんなことが起きて、ビスコの顔をまともに見られない。


    「──デモン、あいつ、思ってたより厄やつ介かいかもよ」


    「あいつ……ってブリュンヒルドさんのこと？」


    　ビスコはうなずく。


    「今日の、あいつのケガ、どう思った？」


    「どう、って……」


    「言ってみろ、ほらほら」


    「えっと……悪魔退治したんでしょ？　それでできた傷」


    　ビスコは凍りついたように、動かない。


    　おお、僕冴さえてる？　正解だったみたい。


    「──デモン」


    「なに」


    「バカ？」


    　ひどい。


    「ちょっとは考えろ、このタコっ！　吸血鬼のできそこない！」


    「う、うるさいな。僕は人間のできそこないなんだ」


    　それもそれでイヤだけど。


    「大体校内に悪魔がいたら、アタシが気づくっての」


    　そうだ、僕はそのことを聞きたかったんだ。


    「それじゃあ、あの傷はなんなの？」


    「あれは狂言だよ」


    「狂言？」


    「そう──あ、もういいかな」


    　ビスコはトマトソースを小皿にちょっぴりつけて、僕に差し出す。


    「あいつ、アタシとデモンのどっちかを疑ってるのかもね。だから不意打ちみたいに部室に現れた。あいつ、傷の手当てをするときのアタシを、ずっと観察してたんだよ？　血を見たアタシの反応が変わらないかってさ。──味、どう？」


    　僕はトマトソースをぺろりと舐なめた。


    「もうちょっとしょっぱいほうが僕は好き」


    「──アンタ、濃い味ばっかりだと成人病になるよ？」


    「でもおいしい」


    「へへっ。だろぉ？」


    　返された小皿を受け取って、ビスコはうれしそうに笑った。


    「で、あいつは、デモンを呼びにアタシを廊下に行かせもしなかった。アタシとデモンが口裏を合わせないように、だね。あと手を握ってなにか確認してたのかもね」


    「そういうことだったんだ……。でもビスコ、血を見て目が赤くなったりしなかった？」


    　するとビスコは、人差し指を自分の目に向け──ぴとり、と眼球を触った。


    「これ」


    　そこには、深い紫色の丸いもの。


    「いつの間にカラーコンタクトなんて入手したんだ……」


    「お昼のうちに受け取りに行ってたんだ。こういうの、清く正しい悪魔が人間界で生きていくには必ひつ携けいの品だからね」


    　清く正しい悪魔は、同居人に電撃を放ったりするの？


    「さっきは、あの退魔士エクソシストに危あやうく家まで連れていかれるところだったよ。けど、夕飯の準備するからって帰ってきた。そうしたらデモンがぐーすか寝てるし」


    「なんで僕らが疑われたんだろ」


    「んー……今朝の事件が関係してるような気がする」


    　ビスコに言われて、思い出した。


    「そうだよ。あんな事件があったのにチキンなんて夕飯に……」


    「実はポーク。デモンが細かいこと気にしそうだからチキンは止やめた。ほんとうはチキンのほうがおいしくできる自信があるんだけどねー」


    「…………」


    　僕はビスコを見つめた。


    「な、なんだよ、じろじろ見て。気持ち悪い」


    「……ありがと」


    「え？」


    「いろいろ気を遣つかってくれて……ありがと。ビスコ、料理も上じよう手ずだから夕飯が楽しみだよ」


    　正直に僕は言った。


    　両親がいなくなって、ビスコとふたりでどうなるかと思ったけれど、ビスコはちゃんと僕のことも心配してくれてる。


    　それが、うれしかった。


    　するとビスコは急にあわてたように、


    「ば、ば、バカ言うなっての！　あ、アタシはただ、デモンが泣いたりするとめんどくさいからそうしただけだから！　ほら、着替えくらいしてこいよ！」


    「や、でもほんとうに」


    「早く行けって！」


    　肩をつかまれて、ぐいっと反対側を向かされる。


    「わかった、わかったよ」


    　ビスコはくるりと背を向けて、夕飯の準備を続けた。


    「……あの、ビスコさ」


    「ん？」


    　僕は口を開いたものの、その先を続けられなかった。


    　エリスは、僕らを疑っているらしい。


    　飼育場の事件のせいだろうか。


    　あの事件は、昨晩起きたんだ。それなら、ビスコはなにかに気づいているんじゃないのだろうか？　ビスコはその時間、外にいたわけだし。


    　でも……、


    「洗濯物取り込んだっけ？」


    　僕は違うことを口にしていた。


    「あ、忘れてた！　ごめん、やっといて！」


    「はいはい」


    　僕はキッチンを出て二階へ向かう。


    「うん、気にしない気にしない」


    　気づいたことがあれば、ビスコはきっと教えてくれるだろう。


    



    



    　その日の夕飯は、とってもおいしかった。


    　でもやっぱり僕は、もっとしょっぱいほうが好みだ。
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    　翌日、学校では妙な噂うわさが広まっていた。


    　深夜に、黒い影がうろついているらしいと。


    　そして一方、ドイツの退魔士エクソシストエリス＝ブリュンヒルドは着々と男子のファンを増やしながら、反対に女子の反感を買っていった。


    　休み時間、ビスコはトイレにでも行ったのか、教室にはいなかった。


    　僕は前の席に座っている、エリス支持の急きゆう先せん鋒ぽうである法ほう条じように聞いてみる。


    「ねぇ法条、夜中にうろついている黒い影、ってなに？」


    　すると法条は、鼻の頭にしわを寄せながら「ぶふぅ」とうなり、


    「夜な夜な、住宅街を黒い影がうろついてるとかそんなウワサだよ。どうせ、昨日の飼育場事件のことで誰かが流したんだろ」


    「ほんとに……ただのウワサなのかな」


    「デモンなぁ」


    　法条は、僕の机に肘ひじを載せ、ぐいっと顔を近づける。


    「『口裂け女』は実在したのか？　しなかったろ？　アレといっしょだって」


    　こういうときの法条はなぜかやたらと自信満々で、説得力がある……気がした。


    「あ、そういえば昨日電話くれた？」


    　僕は思い出す。そうだった。そのせいで僕はビスコに気づかれ、唇に触れなく──。


    　って、別に、唇に触りたかったわけじゃ……。


    「ああ、あれはたいしたことじゃ……ってどうした、デモン。顔赤いぞ」


    「へぇっ!?」


    「おいおい、俺の電話をそんなに待ってたのか！　参まいるぜ。だが俺はブリュンヒルドさん一筋なんだ。男にうつつをぬかすわけにはいかん」


    「……いつからブリュンヒルドさん一筋だったんだ」


    「生まれる前から」


    　あ、そう。


    



    



    　三脚に取り付けられたビデオカメラは、赤いランプを点ともしていた。つまり、「撮影中」。


    　僕は──いや、ジョシュアだ。もうなりきってるんだ。


    　退魔士エクソシストジョシュアは口を開く。


    　……台本を見ながら。


    「『セレーナ……なぜだ、なぜお前はヴァンパイアのままなんだ。元凶となるドラキュラは倒したというのに。あの苦労も、血を吐くような痛みも、すべてそのためだったのに』」


    　昨日よりはいくぶんマシに言えた。


    　マシ──マシ、だと思う。僕の個人的な評価。


    　でも、ヒロイン役のリアル悪魔はすごくいやそうな顔をしていた。


    　……顔で抗議するの止やめて！


    「『ジョシュア、あなたはもう苦しまなくていい。私が解放してあげる』」


    　今はカメラテスト。


    　実際にカメラで撮ってみて、どんなふうに映るかを確認する。


    「『セレーナ……っ！』」


    　ビスコが僕に一歩近寄る。もう、ふたりの距離はほとんどない。


    　僕はのけぞるように背後へ下がり、


    「『あなたが好きだった私はもういない……私はただ、あなたの血が欲しいだけ……』」


    　ビスコが近づくにつれ、すこしずつ下がり──。


    「──わぁっ!?」


    　僕はベッドの端、カバーを踏んづけ、そのまま滑ってすっころんだ。


    　背中からベッドに落ち、


    「ふぐっ!?」


    　変な声が出た。


    「……大丈夫？　デモン」


    　ビスコが僕のそばにかがみ込む──心配そうな顔で。


    「あ、ああ、うん、平気──」


    「……しっかりしろよウスノロ。次もしくじったら電流流すゾ」


    「!?」


    　心配そうな顔を、一ミリも崩さずにビスコはささやいた。


    　演技か……その心配まで演技かッ!?


    「デモンくん、大丈夫？」


    　ようやく僕の唯ゆい一いつの味方、あかりちゃんがやってくる。


    「ごめん、失敗して……」


    「平気だよっ。今のはテストだからね──あ、カメラ回りっぱなしだった」


    　あかりちゃんはぱたぱたとビデオカメラに戻る。


    　僕とビスコがそちらへ歩いていくと、


    「あれ？　あれれ？　おかしいな……」


    　かちかちとビデオカメラを操作してはつぶやいている。僕とビスコが顔を見合わせる。


    「あ、これだっ。再生っと」


    



    　──セレーナ……なぜだ、なぜお前はヴァンパイアのままなんだ。元凶となるドラキュラは倒したというのに。あの苦労も、血を吐くような痛みも、すべてそのためだったのに。


    



    　うわ、僕の声が聞こえる！


    　当たり前だけど──なんか、すっごく恥ずかしい。


    「……あれ？」


    　でも、カメラ付属のディスプレイにはなにも映ってない。


    「おっかしいよねぇ？　音声は録とれてるのに」


    「……あかりさん」


    　ビスコが言うと、ちょいちょいとカメラのレンズを指さした。


    　キャップがされたままだった。


    



    



    「『あなたが好きだった私はもういない……私はただ、あなたの血が欲しいだけ……』」


    　で、テイクツー。


    　キャップもされたままでどうやってアングル合わせたりしたんだろうとかいろいろ疑問はあったけれど、あかりちゃんのやったことだから僕は全部許す！


    　今度は上う手まく、僕はベッドの上に尻しり餅もちをついた。


    　そしてビスコに押し倒される──。


    「はい、カットォー！」


    　あかりちゃんの、どこか間まの抜けた声でカットが入る。


    「さーて、撮れてるかなっ？」


    　ビデオカメラだから撮れてるに決まってるはずなのだけれど、撮られた側としてはどんなふうに映っているのかが気になるもので。


    　あかりちゃんがプレビュー再生を押すのを、僕とビスコはあかりちゃんを挟はさんでじっと見つめた。


    「お、始まった──」


    　というところで、がらりと部室のドアが開いた。


    「失礼しますわ」


    　声だけでわかった。


    　げぇっ、エリス！


    　身体が固まる僕とビスコ。


    「ブリュンヒルドさん！　来てくれたんだっ。ありがとう」


    　あかりちゃんが入り口へと歩いていく。


    　そこへ、再生されていたビデオカメラから僕の声が聞こえる。


    　──セレーナ……なぜだ、なぜお前はヴァンパイアのままなんだ。


    「なにをしていらしたの？」


    「あ、これ今ね、撮影テストしてたの」


    　そう、撮影テスト──と、僕とビスコがちらりとプレビュー画面を見て。


    　凍りついた。


    　──元凶となるドラキュラは倒したというのに。


    　そこには、僕とビスコが映っていた。


    　それは当たり前。


    　でも、それだけじゃなかった。


    　──あの苦労も、血を吐くような痛みも、すべてそのためだったのに。


    　僕にまとわりつく──小さな鬼がいた、ビスコの手から立ちのぼる青白い炎。壁のシミは叫ぶ人間の顔に見えたし、ベッドの汚れは踊り出していた。


    　なんだこれェェェェェ!?


    　悪魔的なものが山ほど映ってますけど!?


    　軽いホラー映画よりよっぽど怖い心しん霊れいムービーだよ!?


    　鬼がこっちを向いて、はにかむように笑ったりしてるよ!?


    （なんなのよこれ、デモン！）


    　ビスコが目で語る。


    （知らないよ!?　どうしてこんなものが!?）


    （アタシだって知らないわよ！　悪魔度マックスじゃない！）


    　あかりちゃんが僕らのすぐそばにやってくる──。


    「そうだエリスさん、あかりさん！」


    　ぱん、とビスコが手を叩いた。そして僕に目配せする。


    （……消せ、デモン）


    （……イエッサー）


    　気持ち悪いくらいの笑顔でビスコが言った。


    「衣装が合うかどうか見ていただけますか？」


    「あ、うんっ。ブリュンヒルドさんにいろいろ意見を聞きたかったんだー」


    「もちろんいいですわ」


    「よかった。──それじゃ、デモン。廊下で待っててくれる？　ちゃんとビデオ見て、演技の研究しなさい」


    「あ、ああ、うん」


    　すごい！


    　一瞬でこの場を切り抜ける言い訳作っちゃったよこの人──じゃない、悪魔！


    「うふふ」


    「あはは」


    　ぴんっ、とか人差し指でビスコに鼻を弾はじかれても今ばかりは許す。


    「あら、それでしたら着替えが終わるまで、わたくしもそのビデオを拝見していますわ」


    「────」


    　え？　なにか言った、この退魔士エクソシスト？


    「同じ女とはいえ、着替えを見られて楽しいものでもございませんでしょう？」


    　エリスは優雅に微笑ほほえむ。


    「……っざけたこと言ってんじゃねえよ……」


    　横でリアル悪魔が口元だけで呪のろい的な言葉をつぶやいたような気がしたけれど僕は聞かなかったことにする。


    「そんな、いっしょにおしゃべりしましょうよ。えへ」


    　ビスコが、えへ、とか言うものだから僕は思わず噴き出してしまう。いや、噴き出すっていうか「ぶひっ」なんて笑い声になっちゃって、ビスコににらまれた。


    「なんだかこの部屋、妙に息苦しいんですの。だから廊下にいますわ」


    　そりゃ息苦しいのは、変な鬼とか映るくらいには悪魔的だからかもしれませんね？


    「え、ええ、でも、私、ブリュンヒルドさんとお話ししたいなぁ」


    「不思議なことをおっしゃるわ。わたくしと話しても楽しいことなんてないでしょう」


    「……楽しくなんかねえよ。決まってんだろ……」


    　またボソッとビスコがなにかを言ったような気がするが僕の聴覚はなにも捉えていない。


    「で、でもほら、私」


    「廊下にいますわ」


    「部屋にいてください」


    「遠慮しますわ」


    「いてください！」


    「どうしてですの？」


    「そ、それは──」


    　ビスコが戸惑う。


    　あ……ビスコ、そこまで言い訳考えてなかったな。


    「そ、それは」


    「それは？」


    　微笑ほほえんだエリスがこっちへ迫る。


    「それは……」


    　ビスコが部屋のあちこちに視線をさまよわせる。


    　考えて、ビスコ考えて、がんばって！


    （ほら、服を脱ぐことに、エリスがここにいなくちゃいけない理由だよ！）


    　僕は目で合図する。伝わるか──。


    （サイズ合わせるのに背中が見えないから、とか、必要だろ、ほら！）


    　僕と視線を合わせたビスコが、ハッとしてうなずく。


    「それは」


    　ビスコは言った。


    「それは、私、露出好きマニアですから、見ててほしいんですっ！」


    「…………」


    「………………」


    　なんか変なこと言い出した──!?


    　ぽかん、と口を開けて見ているエリスとあかりちゃん。


    　と、頭を抱える僕。


    「──ハッ」


    　自分の失言に気づいたビスコ。


    「う、う、うわああああん！」


    　そしてビスコは泣きながら部屋を飛び出していった。


    　バカァァァァア。


    　泣きたいのはこっちだよ！


    「あ……」


    　呆ぼう然ぜんと見送ったあかりちゃんが、


    「わ、私、ビスコちゃん追いかけるっ！」


    「う、うん」


    　僕とエリスを置いて、出ていった。


    　そして部屋には──。


    「……なんだったんでしょう」


    　退魔士エクソシストと、ハーフの吸血鬼が残された。
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    　……ってこれ、まずくない？


    　ここで「ビデオ見せて？」とエリスに言われても断れる、うまい口実なんて僕にはこれっぽっちも思いつかないよ!?


    　考えろ、考えろ──これを見られたら、僕が鬼でも従えてるみたいじゃないか！　ていうかどうして悪魔が映るの!?　魔界が映っちゃうレンズとかそういうやつなの!?


    「──黒くろ羽ばさん」


    「ハッ」


    　エリスが、僕の目の前に立っていた。


    「どうされたのかしら。顔が真っ青ですわ」


    「い、いや、あの……」


    「外に出ませんこと？　ちょっとお話をしましょう」


    「お、おはな──って、あっ！」


    「行きましょう」


    　エリスは僕のバッグを拾い上げると先に立って、廊下に出ていった。


    「ちょ、ちょっと──」


    　僕はエリスを追いかけるべきか一瞬迷い、


    「……ああ、もう！」


    　ビデオカメラから、記録用のメモリーを抜き出した。これを持って行けば、少なくともあかりちゃんが見ることはない。


    　メモリーを制服のポケットに突っ込む。僕は、廊下へと出た。


    



    



    　校舎を出ると、日が傾き始めていた。僕はエリスに連れられて歩いていく。


    「ねえ……どこに行くの？　それに話って？」


    「…………」


    「今日は、親衛隊みたいな連中、いないんだね」


    「……みんな、呆あきれて帰りましたわ」


    「呆れた？」


    「ま、いつものことですわ」


    　エリスは笑う。けど、なにを言いたいのかいまいちわからない。


    　それがなにを意味してるのかわかったのは──校庭にやってきて、だった。


    「おや？」


    　エリスが不意に足を止めた。


    「なんだかいいにおいがしませんこと？」


    「いいにおい？」


    　僕はくんくんと鼻をひくつかせた。


    　……うーん、春の、新緑のにおいが少々する、かな？


    「しませんこと？」


    　いらいらしたようなエリス。……なに怒ってるの!?


    「し、しないけど」


    「あっ！」


    　すると今度はエリスが遠くを指さした。


    　それは、校庭の外周付近──飼育場のある方角。


    「あんなところに！」


    　飼育場の手前に、なにか──見慣れぬものを僕は見つけた。


    　僕とエリスは校舎のそばを通って、そちらへ歩いていく。


    　近づくにつれて、なんだかわかってきた。それは──。


    「……鶏とり肉にく？」


    　スーパーで売ってる、鶏のもも肉的なピンク色。ていうか、スーパーで売ってるのを持ってきただけみたい。プラスチックのトレイに載っかっている。


    「……なんだ、これ」


    　そのトレイの手前に、奇妙なものがある。


    　棒。一メートル以上はある、棒が立っている。


    　立って、支えている。カゴ……だろうか。黒々とした、カゴ。かなりでかい。栗くり拾いに担かついでいくにも無理っていうくらいでかい。


    　棒には白い紐ひもが結びつけられていた。その紐はだらんと地面を這はって、飼育場の前を通り、ぐるりと迂う回かいするように伸びて──。


    　エリスの手に握られていた。


    「美お味いしそうじゃありませんこと！」


    　なに言ってるのこの人──!?


    「さあ、欲望のままに拾ってしまえばよろしくてよ！」


    「はいぃ!?」


    「本能のままに手に取り、むさぼってしまえばいいのではなくって！　さあ、さあ、あなたの心に隠された本性を今こそ解き放つときが来ましたわ！」


    「話が見えませんけど!?　ていうかこれ、誰かがそこに入ったら、ブリュンヒルドさんが持っている紐を引っ張って、カゴに閉じ込める仕掛けでしょ！」


    「…………」


    　エリスの、びっくりした顔。


    「この完かん璧ぺきな計画を見破るなんて……！」


    「いや、バレバレだからね!?」


    「まさに悪魔的な頭脳。いえ、悪魔以上に狡こう猾かつと言うべきかしら」


    「なんで悪魔に結びつけるの！」


    　どうやらエリスは、本気で、この仕掛けで悪魔を捕らえられると思っているみたいだった。


    　話を聞くと、


    「……放課後ずっと、ここで待ってたの？」


    「そうですわ。持久戦の様相ですもの」


    「取り巻き連中が呆あきれて帰っていくわけだ……」


    　僕がつぶやくと、そのとき初めてエリスの表情が曇くもった。


    「みんな、悪魔なんて信じていないんですわ……いつもそう」


    「え？」


    「わたくし、このとおりの超美形、さらには頭脳も明めい晰せきでございましょう？　だからどこに行ってもいろいろな男性が近寄ってくるんですのよ」


    「前半部分がちょっとイラッとくるけど、まぁ、男が集まるのはそうだろうね」


    「ですが、わたくしが本気で悪魔退治の話をしますと、みんなどこかへ行ってしまいますわ。こう、可愛かわいい人でも見るような目をしてから」
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    「『かわいそうな人を見るような目』ね」


    　というか、悪魔がどうのというよりこの原始的なトラップに問題があるような気がするけど。このトラップを前に、悪魔が来るまで延々待つとか、半分悪魔の僕ですら「バカじゃないの」と思うよ。


    「あなたも、わたくしのことをバカになさってるのでしょう？　構いませんわ。それでも悪魔は存在するし、わたくしは悪魔と戦うんですもの」


    「……バ、バカにしてなんてないよ。少なくとも、僕はブリュンヒルドさんが真剣だってことは理解してる」


    「え──」


    　驚いたように、エリスが僕を見る。


    　その一瞬だけは、今までの高慢ちきな顔ではなく、僕と同い年の少女に見えた。


    「ただ、その……ちょっと聞きたいんだけど、悪魔を捕まえたらどうするの？」


    「なぜそんなことをお聞きになりますの？」


    「いや、それは」


    「……まぁ、教えて差し上げますわ」


    　エリスは言った。


    「退魔士エクソシストですもの。ぶちのめしますわ」
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    「デモンくーん。ブリュンヒルドさーん」


    　そこへ、声が聞こえてきた。校舎の入り口で手を振っているあかりちゃん。


    　運動部もほとんど活動を終了していた。


    「黒くろ羽ばさんをお呼びですわね。もう用件は終了しましたから、行ってよろしくてよ」


    「あ、でも、これ」


    　このトラップ、片付けないと、と思った。こんなカゴどこから持ってきたのかもわからないけど、女子ひとりで運べるものでもないだろう。


    「結構ですわ」


    「でも──」


    「これはわたくしの仕事ですもの」


    　きっぱりと、エリスは言った。退魔士エクソシストとしてのプライドなのかもしれない。


    「わかったよ……。ただ、あと、ひとつだけ教えてくれないかな」


    「なんですの？」


    「どうして僕を悪魔だと疑っているの？」


    　するとエリスは微笑ほほえんでみせた──それは、思わずどきりとしたほどの美しい笑顔だった。


    「秘密……ですわっ」


    



    



    「結局ね、ビスコちゃん見つけられなかったの……」


    　帰り道、あかりちゃんはそう言うとしょんぼりと肩を下げた。


    　そういえば、ビスコが頭の悪い発言をして部室を飛び出していったんだった。


    「あのね、だからもしビスコちゃんがおうちにいたら、謝ってもらえないかな、って」


    「謝る？　なんで？」


    「だって、私が映画のことなんかに誘わなかったら、ビスコちゃんが泣くことだってなかったもん……」


    「大丈夫だよ」


    「え？」


    「大丈夫、そんなこと、ビスコは気にしてない」


    　っていうかちょっとくらいビスコは気にしたらいいんだよ……というのが本音だけど、さすがに言えない。


    　いつもの郵便ポストの前で立ち止まる。


    　もう、日はほとんど沈んでいた。けれど街灯が多いせいもあって、この辺は結構明るい。


    「だからあかりちゃんが悩むことないし……もっと自信持ってよ」


    「自信？」


    「あかりちゃん、監督なんだから」


    　そう、あかりちゃんの暗い顔なんて見たくない。あかりちゃんは笑っているのが一番可愛かわいいんだから。


    「……うんっ」


    　あかりちゃんは、こくん、とうなずく。


    「私、がんばるっ。みんなに負けないくらい！」


    　台本を書いて、部室にセットも作って、今は小道具も作っているあかりちゃんが、これ以上がんばったら僕たちはどうしたらいいんだ？


    　なんて思ったけれど、僕は、うなずいてみせた。


    「僕も、がんばる……」


    　なんとなく照れくさくてごにょごにょ言ってしまった。


    「……デモンくん。今ね、私、昔のこと思い出した」


    「え？」


    「ジャングルジムの事故あったじゃない？　幼稚園のころ」


    「────」


    　不意打ち。


    　僕は言葉を失った。


    　あかりちゃんはまさか覚えている？　僕が──悪魔化したときのことを？


    　冷や汗が、つぅと背中を流れた。


    「あのとき、たしか私が泣いてて……」


    「そ、そんなこと、あ、あったかな!?」


    「あったよー。ちぇ、全然覚えてないのかなっ。それはそれでちょっと悲しい」


    「だって──え、悲しい？」


    「うん。あのとき、どうしてか覚えてないけど私はとっても悲しかったんだ。それで、泣いてた。そしたら私の助けに応こたえるみたいに、デモンくんが現れた」


    　そう……だ。そして僕は、悪魔化してジャングルジムを──。


    「悲しいところに助けに来てくれただけでも私はうれしかったのに、そのあと、ジャングルジムが老ろう朽きゆう化で崩れたんだよね。そしてデモンくんは私をかばって、助けてくれた」


    「……え？」


    「ほんとうに覚えてないの？」


    「え、あ。いや」


    　どういうこと？　あのジャングルジムは僕が破壊して……大体、老朽化したくらいでジャングルジムが簡単に崩れるわけもないじゃないか。


    「ほんとうは、泣きじゃくっててよく見えてなかったんだけどね」


    　ぺろりと舌を出して笑ってみせたあかりちゃん。僕はそれで納得した。


    　あかりちゃんは、僕の悪魔化を見ていないのだ！


    「う、うん、そうだったかもしれない」


    「そうでしょ？　そのあとになんて言ってくれたか、覚えてる？」


    「なんて……なんて言ったか？」


    　僕はそのときなにかを言ったのか？　うわ、全然覚えてない。悪魔化してしまったことと、自分の強大な力に怯おびえたことばっかり覚えてる。


    「あのね……こう言ったんだよ」


    　あかりちゃんはほおを染め、うつむいて言う。


    「あかりちゃんは僕が守るから、って……」


    「────」


    　なにその恥ずかしいセリフ！


    「お、お、お、覚えてないな」


    「うふふ、でもいいのだ。私の心にはちゃんと残ってるんだもん。あのね──でもそれで、私はがんばらなきゃって思ったんだよ？」


    「え？」


    「いつまでもデモンくんに頼ってちゃダメ。私は、デモンくんのそばにいるのにふさわしい人間になろう、って」


    「え、え、え」


    　僕のそばにいるのに、ふさわしい人間……。


    　それって!?


    　いやが上にも高まる期待！


    　あかりちゃんは、はにかみながらも言った。


    「私たち、幼なじみだもんねっ。これからもずっといっしょにいるだろうし──ってあれ？　デモンくんどうしたの、拳こぶしをアスファルトに叩きつけて」


    「い、いいえ、なんでもないです……」


    　友だちフラグだった！


    「あ、そろそろ家に戻らなきゃ」


    　あかりちゃんが言った。


    「うん……」


    「あ──デモンくん。あのね、私、とっても感謝してるんだからね？　だから」


    　あかりちゃんがそっと人差し指を伸ばし、僕の鼻をつついた。


    「デモンくんも、私にふさわしい人になってねっ」


    「────」


    「それじゃ、また明日ねっ」


    　あかりちゃんは、なぜだかさっきよりもずっとほおを赤くして、くるりときびすを返すと家へと小走りに帰っていった。


    　僕は、たった今つつかれた鼻を右手で押さえ、ぼうっとしてその姿を見送っていた。


    「え……僕たち、幼なじみ、なんだよね？」


    　でも、今の言葉は……。


    「ああああああ、わからないぃっ！」


    　僕は頭を抱えてうずくまる。もう、ほんと、女の子の気持ちってどうなってるんだろ!?


    　のろのろと歩いて、僕は我が家へと帰り着いた。
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    　ただいま、とドアを開けて最初に聞いた一言。


    「あー、もう、最低」


    　わざわざ口に出さなくても、端はたから見れば「機き嫌げんが悪いんですね」としか言いようのない顔でリビングにいたビスコである。


    「……で、あの女はどうだった？」


    　あの女……たぶんエリスのことだろう。飼育場の僕らを見ていたのかな。


    「すごかった」


    　なんかもう、退魔士エクソシストの執しゆう念ねんとか、頭の悪さとか、いろいろ。


    「はあ？」


    「え、ええと、いや……なんでもない。ところでビスコはどこまで逃げてたの？」


    「……雲の上まで」


    　飛んだのか。


    「これメモリー。明日消去してビデオカメラに戻しておくよ」


    　僕がテーブルにメモリーを置くと、ビスコがそれをちらりと見る。


    「なんでビデオに変なもんが映ったんだ？」


    「僕とビスコが呼んじゃったとか」


    「今まで写真撮ってきて、心霊写真を量産したことが？」


    「……そんなことはないね」


    「まぁ、魔界の扉が密ひそかに開いてて、すぐ閉まったとかがありそうなものかな。扉が開いていても、悪魔がこっちに来るまでははっきり見えないし」


    「誰が開けたの？」


    「知るか」


    「簡単に開くの？」


    「そんなに簡単に開いたら、今頃、人類バーサス悪魔の地じ獄ごく絵え図ずだろ。よほどの力を持っている悪魔じゃないと無理」


    「そっかー。じゃぁ、なんだろうね」


    「変だな」


    「うん」


    　僕とビスコは腕を組んで、うーん、と考える。


    「ま、とにかく」


    　ビスコは立ち上がる。


    「アタシ、ちょっと夜出かけてくる」


    　そしてビスコは夕食後に出かけていった。


    



    



    　僕はビスコの帰りを待ちながら、リビングのテレビにゲームを接続して遊んでいた。銃と戦車の出てくる戦争アクションだ。人間が魔物を倒すゲームも多いけれど、僕にとってはそっちのほうがリアリティがありすぎて、ちょっとイヤだ。


    　エリスのことを考えた。エリスがこれまでどんなふうに過ごしてきたのかを。


    　あかりちゃんのことを考えた。あかりちゃんにふさわしい人になるために僕がなにをすべきかを。


    　そしてビスコのことを考えた。ビスコは……なんのために、誰のために行動しているんだろう。僕には、ビスコのことがよくわからないときがあった。


    　考え疲れてうとうとしていると──玄関口で、どさりと音が聞こえた。


    「……ビスコ、帰ったの？」


    　僕は立ち上がり、歩いていく。明かりの点ついていない、玄関。


    　リビングの明かりが暗い廊下を伝って、玄関をほんのりと照らす。


    「……ビスコ？」


    　そこに倒れている、人影。


    「ハァ、ハァハァ……ハァッ、デモン……」


    「ビスコ！」


    　我が家の使い魔は、身体中傷だらけでそこに横たわっていた。
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    　──ぴー。新着メッセージを、再生します。


    『デモンか。俺だ、パパだ。子持ちだと言ってもスペイン女を口く説どくのに支障はないな。ふっ、違うか、俺のダンディズムの前では子持ちもなにも関係ないのだろうな。──待てデモン、切るなよ！　最後まで聞け！　ところで今、俺は追われている。ヤツは手て強ごわい。俺をホテルに軟なん禁きんするだけじゃ飽あきたらず、俺と俺の財布を引き連れて、高級レストランを渡り歩いている。いいか、三軒だぞ。ディナーで三軒だぞ。どんだけ健けん啖たん家かなんだよ。だから俺は逃げることにした。わざと寝ぼけた振りをして、パンツ一いつ丁ちようでホテルのトイレに入って、換気口を伝って逃げた。このまま空港へ向かい、ドバイに行こうと思っている。だからお前はママから聞かれたらアメリカに行ったと答えろ。いいな』


    　──メッセージは、以上です。


    



    　昼休み、映画部の部室で携帯電話のメッセージを再生した僕は盛大にため息をついた。


    　そのまま母さんへ、メールを送信する。


    　父さんはたぶん、スペインにいると思う。ヨーロッパを離れることはないよ、と。


    　僕が母さんの味方をするだろうと父さんは見越しているのだ。だからアメリカに行った、と言わず、ドバイに行った、と言うだろうと。


    　であれば、その両方はハズレ。父さんはそのままヨーロッパから出ることはない。


    　大体、ドバイみたいに日ひ射ざしの強烈なところ、吸血鬼が行くわけないじゃないか。


    「……デモンくん、いる？」


    　部室の扉が開く。そこにはあかりちゃんがいた。


    



    



    「あ、あの、ほんとうにいいの？」


    「うん、いっぱい食べてねっ」


    　部室で僕はあかりちゃんと向かい合って座っていた。


    　僕らの間にあるのは……お弁当！


    　なんとあかりちゃんが作ってきてくれたのだという。


    「いっしょにがんばろうねっ」


    　じーん、と胸に染しみ入るその言葉。なにをがんばればいいのか、全然わからないけど。


    　僕はどきどきしながらお弁当を開ける。チェック柄の布にくるまれているそれを、ゆっくりと開いていく。中には、二段重ねの楕だ円えん形のお弁当。あかりちゃんが持っているのの、ブルーバージョン。色違い。おそろい。きゃー。


    「今日はビスコちゃんお休みなんだね」


    　寂しそうに言われ、僕はうなずいた。


    　結局ビスコは意識を失ってしまった。僕は彼女の身体をなんとか部屋に運んでベッドに寝かせた。


    　傷口はほとんどふさがっていた。ただ、体力をものすごく消しよう耗もうしていたみたい。


    　いったいなにに使ったのか……それはビスコが起きてから聞くしかなかった。


    　学校は、風か邪ぜ、ということで欠席している。


    「ブリュンヒルドさんもお休みだし」


    　そうなのだ。エリスも今日は休んでいる。


    「……そうだね」


    　僕はひとつ、イヤな想像をしていた。それは、夜中にエリスとビスコが遭遇してしまった、ということ。退魔士エクソシストと悪魔が遭遇したら、やることはひとつ──。


    「デモンくん？」


    「あ、ううん、なんでもない」


    「そうだ、昨日撮ったやつ見てみよっか」


    　あかりちゃんが腰を浮かせる。


    「あ──そ、それなんだけど……ごめん！」


    　僕はその手を、つかんだ。


    「実はさっき僕も気になってビデオを先に見に来たんだけど間違って昨日撮った分を消しちゃったみたいなんだ、ほんとうにごめん！」


    　それが僕の考えた、言い訳。


    　昼休みのうちにメモリーを戻し、映像を消去しておいた。


    「ありゃりゃりゃ～」


    　イスにすとんと腰を下ろしたあかりちゃんは、がっかりした顔を見せる。ちくり、と僕の心にトゲが刺さる。


    「でも、これからいっぱい撮るから大丈夫だよっ」


    　輝くような笑顔であかりちゃんが言った。そう言われると僕の身も心も溶けてしまいそうだった。


    「それじゃ食べよっ？　さっ、食べて食べて」


    「う、うん」


    　わくわくしながらお弁当のフタを開ける。


    　そこには、そぼろで覆おおわれたご飯があった。二段目はおかずで、小さくカットされたリンゴ、小さなエビフライに肉にく団だん子ご。ああ、もう、僕の好物ばかり。


    「こういうの……嫌い？　口に合うといいんだけど……」


    「大好き！」


    「ほんとっ？」


    　ああ、もう、大好き。あかりちゃんも大好き。いいのかな僕、こんなに幸せで。


    「いただきます！」


    　肉団子をぱくりと口に運ぶ。


    「……んふー」


    　我われながら今、馬ば鹿か面づらしていることだけははっきりわかる。


    「おいしい！」


    「えへへ。やった」


    　ほんとうにおいしい。ああ、もう、こんなお弁当なら毎日食べたい。


    「あのね、飲み物も持ってきたんだ」


    　なにからなにまで気が利きくあかりちゃん。


    　机の上に置かれたのは、アルミ製の小振りの水筒。


    「デモンくん専用ドリンクですっ」


    　僕の好物をあかりちゃんは知り尽くしているんじゃないかと僕は半分以上信じ始めていたから、この専用ドリンクにだって、いやが上にも期待が高まる。


    　ぱかりとフタを外し、コップのように僕に手渡す。


    「じゃーん」


    　スイッチを押して注がれるのは──若じやつ干かんとろみのついた白い液体だった。


    「……なに、これ」


    　飲めるヨーグルト状のなにか？　嫌いじゃないけど、別に大好きってわけじゃないな……。ストレートに牛乳とか？


    　でも、その考えは甘かった。


    「────」


    　においが鼻をついたとき、僕は凍りついた。


    「こ、こここ、これ──」


    　ぎゅっ、と鼻の奥をこするような強烈なにおい。


    　人によっては「食欲」をそそるというにおい。


    　でも、僕には──吸血鬼の血を半分引く僕には、受け入れられないこれは。


    「特製ニンニクジュースです！　ヨーグルトで割ってみましたっ」


    　あかりちゃんが胸を張った。


    「デモンくん、退魔士エクソシストだからねっ。吸血鬼を倒してもらわないと」


    　たしかに吸血鬼退治にニンニクは使ったりするけども！


    「口に合うかわからないんだけどね……」


    　ニンニクのすり下ろしをヨーグルトで割った物体に、おいしいとかマズイとか期待できるものなの!?


    　あかりちゃんが、期待に満ちた目で僕を見ている。


    「…………」


    　飲むの？


    　清涼飲料水のＣＭみたく、ごっ、ごっ、ごっ、て喉のどを鳴らしながら、僕、飲むの？


    　背中をつーっと汗が垂たれる。


    「……あ」


    　あかりちゃんの表情が曇くもった。


    「もしかして、ニンニク、ダメだった……？」


    　ダメとかいう前に、ふつうの人間だってあまりニンニク飲んだりしないだろうけどね!?


    「だ、大丈夫だよ、もちろん。僕、退魔士エクソシストだし」


    　僕はコップを口元に近づける。白い液面、ゆらゆら揺れている、すり下ろしのニンニク。


    　独特の香りが鼻に突き刺さり、視界が一瞬白くかすむ。


    　──黒くろ羽ば弟で門もん、行きます。


    　戦地に赴おもむく兵士のような気持ちで心につぶやき、僕は息を止めた。


    「おおっ」


    　あかりちゃんが、感嘆する。


    　一気にあおりました。


    　あかりちゃん特製ニンニクジュース。


    　喉元を滑り落ちる焼けつくようなニンニクの──いや、滑り落ちていない。ヨーグルトのせいでとろみもついていて、ゆっくり、ゆっくりゆっくりニンニクが下りていく。身体中に鳥肌が立って、脂あぶら汗あせが噴き出す。


    「～～～～!!」


    　僕はとにかく最後まで口に含んで、コップを机に置いた。


    「……どう!?」


    　再度、期待に満ちたあかりちゃんの目。


    　僕の口の中は、ニンニクと言うより劇薬がたっぷり詰まっている気分だ。飲み下したい。でも、飲み下せない。身体が、細胞レベルで拒否してるよ!!


    「～～～～!!」


    　汗がじっとりと額ひたいに滲にじむ。どうしよう、どうしようこれ──。


    「お、おいひ……」


    　口に含んだままがんばって言葉を伝えようとしたそのとき。


    　ガラッ、と部室のドアが開いた。


    「デモン、てめぇ、放課後にブリュンヒルドさんといちゃいちゃしてたってほんとうか!?」


    「ブッ」


    　飛び込んできた法ほう条じようと、その爆弾発言に思わず僕はニンニクジュースを噴き出してしまう。


    「────あ」


    　そのジュースは、当然、目の前にいるあかりちゃんがモロかぶりのわけで。


    「ご、ごめん！　あかりちゃん、あの、その……」


    「う……」


    　僕はあかりちゃんの顔を見て、硬直する。


    　白くて、どろりとした液体があかりちゃんの顔面にかかっていて、それはつーっとあごから滴したたろうとしている。


    　あかりちゃんは、目に入らないよう半分閉じながら、右手の指で滴ろうとする白い液体を受け止める。


    　そして、言った。


    「いっぱい……出ちゃったね」


    　衝撃発言入りました──！
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    「……ちょっと苦いし、においがきつい、かも……こんなの、飲めない……」


    「あかりちゃんそれ以上は言わないでぇー!!」


    「お、おおお、俺、俺、邪じや魔まだったな！　わりっ！　またあとで！」


    　いたたまれなくなった法ほう条じようが逃げていく。


    　それから、「ニンニクは失敗だったねー」と笑いながら言うあかりちゃんと、ドキドキが止まらない僕が、噛かみ合わない会話を続けながら食事を終えたのだった。
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    「…………」


    「…………」


    「……これって、あとで色塗るんだっけ？」


    「あっ、うーん、そのままでいいよー」


    「…………」


    「…………」


    　ビスコもエリスもいない部室は静かだった。


    　僕は演技の練習じゃなく、あかりちゃんの小道具制作を手伝っていた。


    　あかりちゃんをヒロイン役に練習する、というのも考えたのだけど、前にベッドに押し倒されちゃった事件が──翌日僕は夢の中でごにょごにょ──あったせいでなんとなく気まずかった。


    　僕は黙々と、ロウソクを置く燭しよく台だいに傷をつける。ステンレスの燭台で、それを古く見せようというのだ。ヤスリや彫刻刀で傷をつけて、古っぽさを演出。


    　美術はそんなに得意なほうじゃないけれど、あかりちゃんに「うんうん、すっごくいいよー」と言われるとやっぱりうれしい。それに、部室でふたりっきり、同じ目標に向かって作業をするっていうのはとても楽しい。


    「……ねえ、デモンくん」


    　あかりちゃんが、衣装に使うマントの縁へりを縫ぬいながら言った。


    「今日これが終わってから、ちょっと時間あるかなぁ」


    「学校が終わってから？　うん、平気だよ」


    　予定なんてもちろんない。


    「それなら、ちょっと時間もらっちゃっていい？」


    　学校が終わってから、ってことは、六時とか七時だろうか。


    　あかりちゃんは台本を開くと、指さして言った。


    「最初のシーンなんだけどね、『吸血鬼を倒した主人公の背中』ってあるでしょ？　そのシーンは室内じゃダメなの」


    「そのための場所探しに行きたいってこと？」


    「そう。場所は決まってるんだけどね。うちの学校の外をそのまま使おうかなって」


    　なるほど。たしかに建物はヨーロッパ風だから、暗ければ雰ふん囲い気きが出るかもしれない。


    「ただね、実際に撮るのも夜だろうし、夜の雰囲気を確認するには夜に行かなくちゃいけないでしょ？　ひとりで夜に学校に来るの、怖いから……」


    「僕でよければ喜んで付き合うよ。でも……勝手に夜に学校に入っちゃまずいんじゃない？」


    「建物には入らないから大丈夫だよ？　それに……ふふっ、映画撮影じゃ、ゲリラ撮影なんて当たり前なんだよっ」


    　あかりちゃんはうれしそうに笑った。意外だ。あかりちゃんの口からそんな言葉が出てくるなんて。


    「でも……デモンくんを連れてっちゃっていいのかな」


    「どういうこと？」


    「ビスコちゃん、寝てるんでしょう？　デモンくんの妹みたいなものじゃない。今、お父さんもお母さんもいないっていうし」


    「あ……うん。そう、だね」


    「やっぱり、別の日にしたほうがいいかな」


    「そんなに長くならないなら平気だよ。映画を間に合わせるのに、急いだほうがいいし」


    　僕は言った。


    



    



    　その日、学校が終わってから一度家に帰り、制服を着替えた。


    　ビスコはまだ眠ったまま。


    「……ちょっと、出かけてくるよ」


    　僕が言って、部屋を出ようとしたとき、


    「気をつけて」


    　声が、聞こえた。


    　振り返る──けれど、ビスコは眠っていた。


    　寝言、だったのだろうか。


    「…………」


    　あかりちゃんは、ビスコが映画撮影に関わらなければ「見られてうれしい露出好きマニア」云うん々ぬんを言わずに済んだし、泣かずに済んだ、と昨日言っていた。たしかに、そうかもしれない。


    　だとしたら──ビスコがこうなってしまったのは、なんのせいなんだろうか。


    「行ってくる」


    　わからなかった。


    　再度外に出て、あかりちゃんと合流したときには──もうすっかり暗くなっていた。


    　時刻は七時を過ぎていて、職員室に明かりも点ついていない。
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    　空に架かかる三日月が校舎を照らす。


    　街灯の白い光とともに、校舎は昼間には想像できないほど青ざめている。


    　たしかに、体育館や校庭なんかを映さなければ──洋館に見えそうだった。


    　僕らは校門の横、通用口から敷地内に入る。


    「静かだね……」


    　ギィ、と鉄がきしんで扉が閉まった。


    「さすがに撮影するときは、先生に立ち会ってもらわなくちゃなぁ……」


    　校舎を見上げながらつぶやくあかりちゃんも、月に照らされて顔色が青かった。


    「デモンくん、ごめんね」


    　突然言われて、なんのことかさっぱりわからなかった。


    「ほんとうは、人気のない部活ならつぶれてもしょうがないってわかってる。去年存続できたのだって、幽ゆう霊れい部員の先輩のおかげだし。それなのに、私だけが映画部に執しゆう着ちやくしちゃってるんだよね」


    「そんな」


    「でも……私は映画が好きなの」


    　ビデオカメラを手に、あかりちゃんは敷地内へと進んでいく。


    　コの字型に組まれた校舎。右手は職員玄関、正面は生徒用の出入り口、左手は体育館だ。


    　レンガが敷しき詰められたスペースの中央には、ケヤキの巨木が立っている。


    「これまでいろんな映画が撮られて、上映されてきたでしょ？　でも、成功した映画もあれば、とってもいい映画なのに、人気が出ずに忘れられていくものもある。古くなったってだけで、見向きもされなかったりね？」


    　ケヤキの前に立って、振り返る。


    　ビデオカメラをこちらに向けて。


    「吸血映画だったら、ウェスタンとゴシックを融合させた『ニア・ダーク』なんて傑けつ作さくだと思う。滅ほろびていく吸血鬼の姿が、退たい廃はい的なのにどこかもの悲しい……」


    　僕もその映画は知っている。ただ、吸血鬼が滅びる映画は観ていない。


    「私、デモンくんといっしょにいっぱい映画を観てきた。『ニュー・シネマ・パラダイス』も」


    「最後のシーン、僕、こっそり泣いてた」


    「『バタフライ・エフェクト』も」


    「ディレクターズ・カットより、通常版のほうがよかった」


    「『ショーン・オブ・ザ・デッド』も」


    「ゾンビ映画なのに大爆笑しちゃった」


    「映画館じゃない楽しみ方で、私の知ってるみんなと、映画の楽しみを分かち合いたいって思ったの」


    「……うん」


    「それはデモンくん、あなたが私といっしょに映画を観てくれたから。だから、私、ほんとはホラーとかすっごく苦手なんだけど、観られたんだよ？」


    「そうなんだ……」


    　道理で『サイレントヒル』を観ているとき、僕の腕を麻ま痺ひさせるほどぎゅっと握りしめていたわけだ。


    「私の、ワガママだってわかってるの……」


    　あかりちゃんはビデオカメラを下ろす。


    「吸血映画を撮ろうっていうのも、ワガママだってわかってるの。でも、あとちょっと──私に、力を貸してっ」


    　あかりちゃんがぺこりと頭を下げた。


    「……言われなくても」


    　僕は言った。


    「僕はあかりちゃんの味方だよ。どんなワガママにだって付き合う──夜道が暗いと言うのなら、星になって足下を照らす。寒いと言うのなら、この身を焼いて君を温めるから」


    　──とか言えればよかったんだけど、実際には、


    「ぼ、僕でよければがんばるから」


    　と、ぎりぎり言えたくらいだった。ああぁ、こういうときにカッコつけないでどうするんだよ、僕！　これなら幼稚園のころのほうがカッコよかったんじゃないのか……？


    「あ、あのね、それじゃ……」


    　あかりちゃんが、顔をうつむけながらこちらへ近づいてきた。


    「あのね」


    　ぎゅっ、となにかが僕の手に当たる。


    「手、つないでていい……？」


    「……え」


    　ええええええええ!?


    　て、手をつなぐって、そんな、僕、そういうことすら初めてで──。


    　ややややっぱり、あかりちゃんは僕のことを……とか期待してもいい？　いいよね？


    「私、怖いの苦手だから！」


    　あ、そうですよねー。好意とかじゃないですよねー。


    「……デモンくん？　どうしたの、げっそりした顔で」


    「なんでもないよ。僕の手なんかでよければずっとつないでてもいいよ」


    「…………」


    　しょんぼりして言い返した言葉に、あかりちゃんが反応する。


    「……ず、ずっとは、その、恥ずかしいけど」


    「……あ」


    　僕、今なにか恥ずかしいこと言った？


    「ほ、ほら行こう！」


    　あかりちゃんに手を引っ張られ、僕は歩き出す。


    「う、うん」


    「校舎の裏手の、テニスコートあたりがいいと思うんだ。それに、保健室の横のベランダとかね。それからそれから──」


    　どこか照れたように話しまくるあかりちゃん──その手は熱を持ってて、すっごく、柔やわらかかった。


    「……あれ」


    　僕はふと、なにかを耳にした。


    「今、なにか聞こえなかった？　遠とお吠ぼえみたいな……」


    「え……ちょ、ちょっとやだなっ、デモンくん！　こ、怖いこと言わないで……」


    「ごめん！　そういうわけじゃ──気のせい、気のせいだった！　行こう」


    　再び歩き出しながら、僕はそれがはたして空耳だったかどうかわからなかった。


    　でも、考え直すのを止やめた。


    　今はこの手の感触に集中しようと思った。


    　だって──次いつあかりちゃんの手を握れるかなんてわからないじゃないか！
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    　それから一時間近くかけて、僕らは校舎を周りから撮影した。校舎の周囲には木が茂っていたり、公園になっていたりで、夜はとても静かだ。


    「うーん」


    　あかりちゃんが提案したところは一通り撮り終わっていた。


    　僕らは校舎の隅すみで立ち止まっていた。ちょうど飼育場の近くだ。


    「どうですか、監督」


    　僕が手にしていたライトの電源を切ってから聞くと、すこしだけにっこりとしてからあかりちゃんが言う。


    「やっぱり、テニスコートかな。広いし。壁はそのまま使えるとして、地面のコンクリっぽさは、落ち葉をまいたりすればごまかせると思う」


    「なるほど」


    「ちょっと見てみよっか？」


    　あかりちゃんが、僕の顔の前にビデオカメラを差し出す。


    　このとき僕の右手はあかりちゃんの左手とつながっていた。もう、肩と肩が触れるような距離で──。


    「えーっと、これだっ」


    　あかりちゃんが再生ボタンを押したとき、ふわりと、あかりちゃんの髪から甘い香りが漂ただよってきた。


    「あ……」


    　あまりに近づきすぎたことにあかりちゃんも気がついたみたいで、一気に耳まで赤くなる。


    「あ、あの、これはっ」


    「あかりちゃん──」


    　離れようとしたあかりちゃんの手を、僕は思わず強く握ってしまう。


    「えっと、でも、デモンくん」


    「────」


    　それは、あかりちゃんを離したくないという──そんな気持ちは全然なかった。


    　ビデオカメラに取り付けられている可動式のサイドディスプレイ。ボディからぱかりと開くタイプの、ディスプレイだ。


    　そこに映っていた映像。


    　……いた。いました。小さい鬼とか悪魔とか、いっぱい。


    「デモンくん、私、あの、そんなに強く手を握られると」


    　あかりちゃんはこっちを見ている。なんとか、なんとか今のうちに、この映像を消去しなくちゃ……でも、どうやって？　消去してもまたあかりちゃんは撮ってしまう。ていうか、僕が手を握っていたからダメだったの？　だったらもうどうしようもないじゃないか。


    「手、ちょっと、痛い、かも……デモンくん？　デモンく──」


    「ああああっ、どうしたらいいんだ！」


    「ひぇっ!?」


    「あ、ご、ごめん、あの、その、その──」


    　びっくりしてのけぞるあかりちゃん。でも手にしたビデオカメラには悪魔の映像。離されそうになった左手を、もう一度ぎゅっと握りしめる。そっちを見ないで、あかりちゃん！


    「あ、あの、落ち着いて聞いてくれ、あかりちゃん」


    「だ、ダメだよ、デモンくん。私、そんな、あのぅ……」


    「いいから、もうちょっとこっちへ寄って」


    　ビデオカメラに手を伸ばす。


    「デモンくん、どうして、そんなに強引……」


    　あかりちゃんが逃げようとする。


    「あかりちゃんを守りたいんだ」


    　悪魔の世界なんて知らないほうがいい！


    　握りしめた手が、汗で、ぬるっとする。


    「う、うそっ」


    「ほんとうだよ!?　どうして疑うんだ」


    「だって、だってデモンくん……怖いんだもの！」


    「!?　そ、そうかも、しれない。僕は怖い……でも、とにかくこっちへ」


    「どうして……どうしてデモンくんそんなふうに言うのっ……！」


    　僕らが一進一退の攻防を繰り広げているときだった。


    　ガタッ。


    　飼育場から、奇妙な物音が聞こえてきた。


    



    



    「!!」


    　僕とあかりちゃんが視線を交わす。


    「今……」


    「しっ」


    　物音が聞こえた。あかりちゃんも聞いた。ということは空耳じゃない。


    　飼育場で物音。ということはつまり……この間の、イタズラしたやつか？


    「……確かめてくる」


    「えぇっ!?　だ、ダメだよ、デモンくん」


    「もしイタズラしたやつがいるのなら、放っておけないよ」


    「で、でも……」


    「あかりちゃんはここにいて、一部始終を撮っててくれないか」


    　僕はビデオカメラを指さす。幸さいわい、悪魔が映された衝撃映像の再生は終了し、画面は真っ黒になっていた。


    　とりあえず、撮影している間はあかりちゃんも気づかないみたいだ。


    「……私も、行く」


    「そ、それこそダメだよ。あかりちゃんになにかあったら……」


    「私、これでも生徒会のメンバーだもん。それに、デモンくんがついててくれるなら怖くないから」


    「あかりちゃん……わかった、いっしょに行こう」


    　僕らは飼育場のほうへと向かった。途中、昨日の夕方仕掛けられそうになった罠わなが、そのまま置かれているのに気づいたけれど、無視した。結局エリスは片付けなかったのか……だから放っておいていいってこと？　ひどいな。


    　僕らは飼育場に近づいていく。ゆっくりと。


    「…………」


    　あかりちゃんが僕の手を握る力を込める。


    　コンクリートの壁に取り付けられた、鉄製の扉。そこに付けられたカギ──は、壊れたのだ。だから、とりあえずフックが引っかけてあるだけ。


    「って、あれ？　フックが……引っかかってない」


    「開いてる……」


    　飼育場の中で、鶏にわとりのうごめく音が聞こえる。


    　誰かが、中にいるのか？


    　誰が中にいる？


    　僕とあかりちゃんは目を合わせる。


    「…………」


    　どちらともなく、うなずく。僕はあかりちゃんから手を離し、扉に右手を伸ばした。左手は、いつでも点つけられるようライトを正面に向ける。


    「…………」


    　あかりちゃんの左手が、僕の背中をつかむ。右手にはビデオカメラ。録画中だ。


    「…………」


    　指先が、震ふるえた。扉の取っ手を、つかんだ。


    「……せーの」


    　僕は扉を開いた。


    「誰だ!!」
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    　ライトを照らしたその瞬間、僕の視界を白いものが覆おおった。


    　ばさばさばさばさっと鶏が驚いて羽ばたいたのだ。


    「キャアアアアアッ！」


    　鶏にわとりに驚いたあかりちゃんが叫ぶ。そして、


    「……あかりちゃん!?」


    　僕の背中にずしりと重み。あかりちゃんが倒れかかってくる。


    「あかりちゃん！」


    　振り返り、抱き止める──失神していた。


    「ん……」


    　飼育場の中から、声。


    　あわててそちらへライトを向ける──と、


    「むにゃ？」


    　網に寄りかかるように眠っていたのだろうか。


    　うちの学校の制服に、長い金髪。


    「ぶ、ブリュンヒルドさん？」


    　退魔士エクソシストの少女がいた。


    「……むにゃー」


    　当てられたライトのせいで、エリスが目をしばたたかせる。


    「…………」


    「……ブリュンヒルドさん？」


    「……ハッ」


    　目が、見開かれる。


    「悪魔の気配！」


    　寝ぼけてますね!?　ていうか、悪魔って僕のことですか!?


    「覚悟しろ、悪魔め！」


    　エリスの手がなにかを掲かかげた。それは、白い──。


    「……紐ひも？」


    　僕の足下を、よく見れば、白い紐が走っている。


    「──って、今までずっと、あの原始的なトラップにスタンバイしてたわけ!?」


    「原始的などと言わないでほしいですわ！」


    　立ち上がったエリスが、白い紐を手た繰ぐり寄せる。


    「てやぁぁぁっ！」


    　がこんっ。


    　僕の後ろのほうで、カゴの落ちる音が聞こえた。


    「…………」


    「………………」


    　まぁ、当然の結果だけど、なんだろうねこのむなしい気持ち。ほうほうほう……よくわかりましたよくわかりました……それで？　みたいな。


    「こほん。さて黒くろ羽ば弟で門もん、質問がありますわ」


    「今の流れ、なかったことにしようとしてる？」


    「あなたには答える義務がありましてよ！　こんな夜に、なぜ飼育場にいらしたの？　やはり怪しいですわっ」


    「飼育場の中で寝ている君に言われたくないけど」


    「わ、わたくしは待ち伏せしていたのですわ──って、こらっ、逃げますの!?」


    　僕はエリスに背を向けた。


    「まったく、付き合ってられないよ。これにびっくりして、あかりちゃんが気絶しちゃったっていう──」


    　振り返り、あかりちゃんを再度抱えた僕は、その場で凍りつく。


    「？　どうしましたの？　……どきなさい、ほら、鶏にわとりの分際で邪じや魔まですわよ」


    　鶏をかき分けて、エリスが僕の後ろにやってくる。


    「そんなところに棒立ちですと、邪魔ですわ。さっさと──」


    　僕の肩越しに、向こうを見たらしいエリスもやはり、凍りつく。


    　僕らの目の前、それは原始的なトラップ。


    　もちろん、エリスが発動させたせいで、棒が倒れ、黒いカゴが落ちている。


    「…………」


    「………………」


    「……………………ガウ」


    　カゴの中になんかいますけど──!?


    「トトトトトラトラトラトラップのななな中に変な変な」


    「なななな何者──」


    　あわてる僕より先に、エリスが我われに返る。


    「わたくしの読みどおりですわね！」


    「うそつけ──!?　今めちゃくちゃびっくりしてたじゃないか！」


    「びっくりなんてしてませんことよ！」


    「胸を押さえながら鎮ちん静せい剤ざいらしき錠じよう剤ざいを飲み下してる姿に説得力なんてないよ！」


    「『備えあれば憂うれいなし』とはよく言ったものですわ」


    「君ほんとにドイツ人!?」


    　そんなやりとりを僕らがやっているときだった。


    「ガウウウウウウウッ！」


    　カゴの中の何者かが、吠ほえた。


    　きらりと斜めに一いつ閃せん──。


    　ずるり、とカゴが傾かしいでいく。


    　真ん中で斜めにぶった切れたカゴは、がらぁんと音を立てて、地面に転がった。


    「あ、ああ……」


    　僕の声が、震ふるえた。


    　カゴの中にいたのは──茶色の剛ごう毛もうが全身を覆おおい、その口は耳まで裂け、鋭い牙きば、金色の目、耳はピンと立つ。筋肉質で、両の手に鋭い爪。尻尾しつぽは長いが毛並みはぼさぼさだ。


    　見た目は狼おおかみ。


    　ただし、二本の足ですっくと立ち、身長は二メートルほどもある。


    「狼男ウルフマン……！」


    　ぎりっ、とエリスの歯ぎしりが聞こえた。


    



    



    　本物の狼男ウルフマンを見たのは初めてだった。


    「まさか、ほんとうにいるなんて……」


    　こんなところに、という言葉が出てこないでいると、エリスが勝手に解釈してくれる。


    「悪魔は実在するのですわ。ほとんどの人は知らないし、知らないほうが幸せに暮らせる。ですが、偶然目にしてしまうかもしれない。そのとき、頼る相手が必要だから──どれほどバカにされようと、わたくしたちは『退魔士エクソシスト』であることを隠しません」
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    　エリスが落ち着きはらった声で言った。


    「やはり、あなたが鶏にわとりを獲とったのですわね」


    「ウウウウ」


    「現場には、この茶色い剛ごう毛もうが落ちていましたわ」


    　エリスが茶色い毛を掲かかげる。たしかにそれは、動物のような毛だった。


    「そうか……飼育場の事件があった朝、それを見つけてたんだね」


    「もちろんそうですわ。退魔士エクソシストにとって、この程度の観察力、推理力は必要不可欠ですのよ」


    「すごい──って、じゃあ、僕が疑われる理由なんてないじゃないか!?」


    「とりあえずわたくし、片っ端から疑っておきますのよ。捜そう査さの鉄則ですから」


    「いやいやいや、あのとき『秘密ですわっ』とか可愛かわいく言ってたのに！」


    「カワイイは正義ですわ！」


    　のんきに話している余裕なんてなかった。


    「ウウゥ！」


    　狼男ウルフマンがカゴから抜け出し、こちらへ走ってくる。その口にはピンクの──ああ、鶏とり肉にく！　やっぱり食べたかったのか、鶏肉を！


    「逃げなさい！」


    　エリスが叫ぶ。


    「一般人を巻き込むつもりはありませんわ！」


    「でも！」


    「それが、退魔士エクソシストの誇り……ですわ」


    　エリスが、ふっ、と笑ってみせる。


    「いや、カッコつけてるところ悪いんだけど、あかりちゃん抱えてるから走れないんだよ！」


    「んもう、なんですの！」


    「ウウウゥ！」


    　狼男ウルフマンがジャンプした。両手を構え、それはまるで野生の狼おおかみのよう。ただしでかさと、ジャンプ力が桁けた違ちがいだ。


    「しゃがみなさい！」


    　エリスに頭をつかまれ、地面へと押し下げられる。


    「食らうがいい──レーヴァティン！」


    　エリスの手に、棒状のものが握られていた。いつの間に！


    　レーヴァティン……聞いたことがある。神話に登場する聖剣の名前だったはず。


    　そんなものを、エリスが!?　そうだ、ブリュンヒルド家は、退魔士エクソシストとして名門だったはず。エリスが持っていてもおかしくない！


    　落ちてくる狼男ウルフマンにレーヴァティンを一いつ閃せんする──。


    「アウウウッ！」


    　が、全っ然当たらなかった。


    　ていうか、狼男ウルフマンが跳びすぎて、飼育場の屋根に突っ込んでいく。それで屋根を破って飼育場の中に落ちてしまった。


    　背後で、ずぅぅん、と、音。


    「ふ──わたくしの剣がまた闇を食らってしまいましたわ」


    「え、いや、まったく当たってなかったでしょ、今。むしろ敵の自爆っていうか」


    　そして僕はエリスの手元を見て愕がく然ぜんとする。


    「……それ、ただの棒じゃん！　さっきの白い紐ひもついてる棒じゃん！」


    「棒ではありませんわ、レーヴァティンです」


    　エリスは指で棒を指し示す。アルファベット……ドイツ語？　が、なにか彫ほられていた。


    「すっごくレーヴァティンを冒ぼう涜とくしてる気がする……」


    　なんだかモヤモヤしている僕などお構いなしに、エリスが言った。


    「さあ、今のうち黒くろ羽ばさんはお下がりなさい。悪魔はまだ──ほら、来ましたわ！」


    　エリスが棒で示す。


    　飼育場から出てくる巨体。


    「ヴルルル……」


    　その口には鶏にわとり──、


    「って中の鶏が!?」


    　羽のついた鶏が、頭を半分狼男ウルフマンの口の中に突っ込んだままあがいている。


    「これ以上罪を重ねるのはおよしなさい！　さもなくば──」


    　エリスがレーヴァティンを……いや、棒を構えて地面を蹴けった。


    　速い！


    　狼男ウルフマンとの間合いを詰めて、左横から水平に一閃する。


    「ブゥッ」


    　突然の一撃はもろにヒットする。狼男ウルフマンは鶏をブッと吐き出し、


    「ガウァッ！」


    　エリスに鋭い爪を振り下ろした。しかしエリスはすでに退たい避ひ。


    「黒羽さん、ゆっくりでもいいからお逃げなさい。早く──ってなにをしていますの？」


    「……いや、吐き出された鶏が弾丸のように」


    　僕の顔にべっちょりとくっついてね、前が見えないというかね……。


    「くそっ──おおおおっ！」


    　僕は鶏を引きはがし、あかりちゃんを両腕で抱えた。いわゆる、お姫様だっこだ。


    「ワオ、クール」


    　冷ややかにエリスに言われると、なんだかバカにされた気がする！


    「ガアアアッ！」


    「走りなさい！」


    　襲いかかってくる狼男ウルフマンに背を向け、僕は走り出そうとして──足を止めた。


    「きゃっ!?」


    　爪の一撃を受け止めた棒が、木こっ端ぱ微み塵じんに砕けたのだ。


    「ブリュンヒルドさん！」


    「わたくしは大丈夫……くっ」


    　エリスの左腕に、赤いものが見えた。


    　傷──かわしきれなかったのだ。


    「早くお逃げなさい……！　これはわたくしの命令です！　さあ、早く！」


    「で、でも、もう武器が……」


    「秘密兵器は、最後までとっておくものですわよ？」


    　にっ、と笑ってみせるエリス。


    　でも──手にはなにもなく、制服のポケットにそんな兵器が入っているわけもないだろう。


    「…………」


    　どくん、と心臓が鳴った。


    　……僕は、逃げるのか？


    　武器も持たないエリスを置いて？


    「どうして……」


    　狼男ウルフマンがエリスに腕を振り下ろす。間かん一いつ髪ぱつそれを逃のがれて、エリスが地面を転げて逃げる。


    　爪が地面をえぐり、僕の頭にまでぱらぱらと土が降ってきた。


    「どうして、君は、僕たちのために命を張るんだ……？　君が、退魔士エクソシストだから……？」


    　狼男ウルフマンの咆ほう哮こう。そして、突進。


    　エリスはひらりと高く跳ぶ。体操選手のようにくるりと一回転し、突進をかわす。


    「なにをくだらない質問を……簡単なことではありませんか。退魔士エクソシストだからとか、そういったことではありません」


    　僕のほうを見て、エリスはため息交じりに言う。


    「わたくしが、人間だからです。人間は、他人を守るために行動する。悪魔とは違いますわ」


    　その言葉が、胸を衝ついた。


    　悪魔とは、違う。


    　人間だから。


    　だから、僕らを守る？


    　──僕が、あかりちゃんを……。


    　このとき僕は、おぼろげだった記憶の彼方かなた。僕がかつて言ったらしい言葉──悪魔化したときに言ったらしい言葉を、思い出した。


    　──僕が、あかりちゃんを守るんだ……。


    　僕は、あのとき悪魔だったのに？


    「ぼ、僕は……」


    「いいから、早くお逃げなさいと言って──」


    　エリスの言葉がとぎれる。


    　襲いかかってきた狼男ウルフマンの一撃を、エリスは横に跳んでかわした。けれど、その動きはフェイクだったのだ。着地したエリスに向かってタックル。エリスの身体がもろに衝突し、地面を転がっていく。


    「……う」


    　頭から、つう、と血を流すエリス。瞳は閉じられている。


    「ぶ、ブリュンヒルドさん……」


    　声をかける。でも反応しない。


    　狼男ウルフマンがゆっくりとエリスに歩いていく。


    「ブリュンヒルドさん！」


    　声を上げても、反応しない。


    　エリスの目の前で、狼男ウルフマンは立ち止まる。口をぱっくりと開けるとそこからはよだれがだらりとこぼれた。


    　エリスが……食われるのか？　悪魔によって？　そんな……そんな！


    「ガアアアアア！」


    　狼男ウルフマンの爪が、月光にきらめく。
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    　けれどその爪が、エリスの白い肌を突き破ることはなかった。


    「他人を守るのは人間だけ、悪魔とは違う──なんて、偉そうなこと言うじゃない」


    　それは僕のよく知っている声。


    　飼育場の上に立っている、小さな少女の姿。


    「たかだか十四年そこそこしか生きてないくせに」


    「ビスコ！」


    　少女──ビスコは、Ｔシャツにホットパンツ、それにニーソックスという姿だった。足下は黒のショートブーツだ。


    「ガアアアアッ!?」


    「おっと動くんじゃないよ」


    　ビスコの両手が青白く光っている。


    　それはビスコの魔力が発動しているとき。今のそれはきっと──相手を縛り上げる、あの力だ！　……僕が、いつも食らってるやつだからね、よくわかるよほんと。


    　ビスコは飼育場からひらりと飛び下りると、見えない力で縛り上げられ、ぷるぷると動けない狼男ウルフマンのそばを通ってこちらへ近づいてきた。


    「ビスコ！　もう、動けるんだね。よかっ──げふっ!?」


    　近寄ってきたビスコは、いきなり僕のみぞおちにパンチ。危あやうくあかりちゃんをその場に落としそうになってしまう。


    「ちっともよくないだろーがっ！　バカ！　脳みそスッカスカ！」


    「ひ、ひどい！」


    「ひどくない！　アンタね──アタシが来なかったらどうするつもりだったんだよ!?」


    「ど、どうって……」


    　気を失っているあかりちゃんに、エリス。動けるのは、人間よりちょっと頑丈な僕だけ。相手は狼男ウルフマン。


    「……ごめん」


    　素直に謝った。ビスコは、チッ、と舌打ちをすると、


    「この狼男ウルフマン、昨晩アタシが出くわしたんだ」


    「え？」


    「飼育場にいたのは悪魔だって思ってたからね。こいつのせいで、アタシたちがとばっちりで退魔士エクソシストに疑われちゃたまったもんじゃないだろ。でも──理性がほとんどないやつだったから、バトルになって。不意討ちを受けて、あのザマだったんだ」


    「そう、だったんだ……。もう身体は大丈夫なの？」


    「本調子じゃあないけど」


    　言いかけたビスコが、僕を見てにやりと笑う。


    「デモン、アンタがアタシの目の前で夢○でもしてくれりゃ、アタシはそれを吸ってすぐにピンピン、元気になれたのにねぇ？」


    「んなっ──」


    　いきなりの下ネタトークに、僕はカッと熱くなる。


    「このエロ女っ！」


    「あっははは。照れるなってー……って、あれ？」


    　そのとき僕らは、妙な音を聞いた。


    　ごきゅんっ。


    　たとえて言うなら、空腹だった胃袋が、いきなり活動しだしたような。


    　ぶちぶちぶちっ。


    　たとえて言うなら、なにかしら紐ひものようなものをちぎるような。


    「──ヴヴヴヴヴガアアアアアアアアア!!」


    　狼男ウルフマンが、月に吠ほえていた。


    「なんで──」


    　驚きよう愕がくに染まるビスコの目が、狼男ウルフマンの足下に向く。そこには、数本の白い骨。


    「あっ！　さっき、ブリュンヒルドさんがトラップに使った鶏とり肉にく──」


    「消化してエネルギーにしましたってところか！　──来るぞデモン！」


    　ビスコはあかりちゃんを僕から奪うと、僕の胸を思いっきり突き飛ばした。


    「ぐっ!?」


    　地面を転げる──直後、僕たちが立っていたところを突とつ風ぷうが吹いていく。


    　狼男ウルフマンの突進だった。


    「ヴアアアアアアアア！」


    　よだれをまき散らし、狼男ウルフマンが叫ぶ。


    　その目が、僕を見すえる──ヤバイ！


    　こちらを向くのがわかった。そして、剛ごう毛もうに覆おおわれた両足の筋肉が、爆発的に盛り上がるのもはっきりと見えた。


    　地面を蹴けって、走ってくる。僕は、思っていたよりも冷静だった。


    「かわせデモン！」


    　ビスコの声。ああ、わかってる。かわすよ。かわせばこいつは飼育場に突っ込む──。


    　飼育場？


    　僕はちらりと、背後を振り返る。


    　飼育場の手前に、ぐったりと倒れているエリス。


    　僕がよけたとしたら──。


    「デモンッ!!」


    　目の前に迫る黒い巨体。


    　かわせば、僕は助かる。


    　かわせば、エリスはつぶされる。


    「アアアアアアアアアァァァァァ!!」


    



    



    　両手をクロスして、身体を前傾させたのは、本能的なものだった。


    　直後、両腕になにかが触れた──あと、骨に衝撃が伝って全身に渡った。皮ひ膚ふの表面が、電流でも通したように震ふるえた。そして。


    　僕の身体が背後に吹っ飛んだ。


    「あああああっ!?」


    　背中から地面に激突。そのまま後転するようにバウンド。エリスを飛び越え、飼育場の壁に激突した。


    「げふっ」


    　視界が揺れる。背中が、両腕がすさまじく痛い。他の部分は、痛みよりもしびれていた。


    「デモン!!」


    　ビスコの声が聞こえた──気がする。でも、耳がぐわんぐわん言っていた。


    「なんで退魔士エクソシストを助けたんだ！　放っておけよそんなやつ！」


    「……う」


    　僕はなんとか身体を起こす。飼育場のコンクリートも破損したみたいで、僕の頭からぽろぽろと破片が落ちてきた。口の中は、砂と、血で気持ち悪かった。


    「ビスコ……」


    　なんとか、声が出た。


    「ビスコ……僕は人間らしいかな」


    「……なにをバカな」


    「それとも、悪魔らしいかな」


    　僕のすぐ前に、エリスが横たわっていた。さらにその先に、茶色い獣けものの足が見える。


    「アアアアアアアッ！」


    　狼男ウルフマンが吠ほえる。そして、こちらへ走ってくる。


    　ダメだ、かわせない。かわせるわけがない。


    　僕はエリスの身体に覆おおい被かぶさる。彼女だけでもなんとか救えないかって。


    「わっかんないわよ！」


    　その、僕の目の前に青白い光。


    　ビスコが、青白い両手を狼男ウルフマンに向ける。


    「人間と悪魔に、たいして違いなんてあるわけないじゃない!!」


    　ばきっ、と樹じゆ木もくをへし折るような音。


    「きゃああっ！」


    　ビスコのガードをそのまま破り、狼男ウルフマンの腕がビスコの小さな身体を薙なぎ払う。


    　僕の右側へと、ビスコが地面を転げていく。


    「アオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン!!」


    　勝ちを確信したのだろうか、狼男ウルフマンが吠える。


    　そして、こちらを見下ろし、うれしそうにピンク色の舌でなめずりをした。


    「……人間と悪魔に、違いなんて」


    　狼男ウルフマンが、腕を振り上げる。


    「ないのだとしたら、僕は──」


    　──あかりちゃんを守る。


    　あの言葉に、ウソはないんだ。


    　でもそれだけじゃない、今は。


    　どこか間まが抜けていても、どれだけバカにされても、精一杯自分の役目をまっとうしようとしているエリスのために。


    　口が悪くても、暴力をすぐに振るっても、いつも僕のことを考えてくれるビスコのために。


    　狼男ウルフマンの腕が、振り下ろされる──。


    



    「僕は、守る」


    



    　その瞬間、身体中の細胞が、まるで本来の活動に目覚めたように一いつ斉せいに動きだした。筋力を増ぞう幅ふくさせ、傷を治し、体温を上昇させる。


    　僕に迫る鋭い爪は、スローモーションだった。


    「!?」


    　狼男ウルフマンの目に、驚きよう愕がくが走る。僕が、左手だけでその手首をつかんで止めたのだから。


    「見える……」


    　夜なのに、すさまじく明るい。狼男ウルフマンの瞳に反射する、ビスコの驚いた顔ですらはっきりと見える。どんな小さな音も漏もらさずに聞こえる。狼男ウルフマンの不規則な心臓の音も、飼育場の中にいる鶏にわとりたちのざわつきも聞こえる。


    　悪魔になってはいけないと、思っていた。悪魔化したら、僕はきっと暴走してしまうから。


    　でも悪魔化しなくても、僕は純粋な人間にはなれない。


    　身体の中に半分悪魔がいるのは、事実なんだ。


    　だから。


    　この力でみんなを守れるのなら──僕は使う。


    「これ以上、みんなを傷つけさせない」


    　僕は立ち上がりざま、跳びあがった。くるりと回転し、狼男ウルフマンの背後へ。


    「ぶっ飛べ！」


    　水平に繰り出した蹴けりが、狼男ウルフマンの顔面にヒットする。


    「ブホオオオオオッ!?」


    　巨体が吹っ飛んだ。飼育場に激突し、コンクリートの壁を突き破ると、反対側の壁も砕いて外に放り出される。


    「ヴ、ヴ、ヴ……ウウ……」


    　転げたまま、狼男ウルフマンが動かなくなるのを僕は聞いていた──大騒ぎする、鶏にわとりたちの向こうで。


    「……黒くろ羽ば、弟で門もん」


    　足下で、エリスが瞳を開いていた。


    「黒のオーラを身にまとい……瞳は妖あやしく輝く紅」


    　僕の姿は今、そんなふうになっているのだろうか。


    「……その姿、まるで夜の王……吸血鬼。ふだんはそんなことを感じさせなかったのに──まさか、あなたは」


    　僕はうなずいた。そして告げる。


    「ハーフなんだ」


    「そう……ですの」


    「…………」


    「あの狼男ウルフマンは……死にましたの？」


    「……いや。だが、僕にはあいつを殺す気は──」


    「これを」


    　エリスは制服のポケットから、小さなカプセルを取り出した。真しん鍮ちゆうでできているらしい、卵形。中で、からからと音が鳴る。石でも入っているのか。
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    「あの狼男ウルフマンに投げつければよくってよ……そうすれば、一瞬、魔界への扉が開く」


    「なんだって？」


    「あいつを、魔界に帰しておしまいなさい。そうすれば、もうこっちへやってくることもないでしょう」


    「…………」


    　僕はカプセルを見て、それからエリスを見た。


    「……ふふ、わたくしたちは退魔士エクソシストですのよ？　『魔を退しりぞける者』……悪魔を滅するだけが、退魔士エクソシストの仕事ではありません」


    「…………」


    「ですから──きゃっ!?」


    　僕はエリスの身体を軽々と抱き上げた。さっき、エリスに「ワオ、クール」なんて言われた、お姫様だっこだ。


    「な、な、な、なにを──」


    　飼育場を迂う回かいして、狼男ウルフマンの倒れているほうへと歩いていく。狼男ウルフマンは花か壇だんの中で仰あお向むけに倒れていた。腕がぴくぴくと痙けい攣れんして、意識はないようだ。


    　僕はそこでエリスを下ろした。


    「悪魔を退けるのは、君の仕事なんだろ」


    　カプセルをエリスに返す。


    「……まったく、あなたという人は」


    　そしてエリスはカプセルを狼男ウルフマンに向かって放り投げた。


    



    



    　直径五メートルほどの球形の空間がゆがみ、向こうの景色が見えなくなる。


    　そこに現れたのは黒の空間。狼男ウルフマンが、呑まれていく。


    「言ったでしょう」


    　消えゆく悪魔を見つめながら、エリスが言った。


    「秘密兵器は最後までとっておくもの……と」


    　その言葉は、ひどく遠くで聞こえた。


    　僕は悪魔の力を解放していた──つまり、だいぶ無理をしていた、ってことだ。


    　緊張の糸が切れた僕は、そのまま崩れるように気を失っていた。


    



    　　　　　　　７


    



    「相変わらず詰めが甘いっていうかなんて言うか……」


    　僕は温かな背中におぶられていた。


    　温かで、優しくて、甘い香り。三年間しかいっしょに過ごしていないはずなのに、やけに懐かしいような気がする、香り。


    「デモン寝てる？」


    「…………」


    「寝てるよな？」


    「…………」


    「……ふん。自分の好きなようにやって、悪魔のハーフだってこともバレたのに、そのまま気を失っちゃうとか……神経が図太いというか、なんていうか……あの女が、アンタのことを黙ってるかどうかもわからないんだよ？」


    　はぁ、とため息。


    「ま、でも。結果的には悪魔も人間も両方救っちゃったわけか……よいしょっ」


    　ずり落ちそうになった僕を、ビスコが再度持ち上げる。


    「アンタのお母さん……おばさまがアタシに初めて会ったときのこと、知らないだろ？　アタシはね、あの人にこう聞いたんだ。『アンタは人間の味方なの？　悪魔の味方なの？』──そうしたらあの人はこう言った」


    　ビスコはくすりと笑う。


    「『私はみんなの味方よ』……だって。舐なめてるよな？　バカにしやがって、って思ったよ。でも──ほんとうにそうだった。あの人はみんなの味方だった。だから、アタシはあの人についていくことにして……黒くろ羽ばの家に来たんだ」


    　知らなかった。そんなことがあったなんて。ビスコの過去も、父さんがどうやってこっちの世界に来たのかも、母さんがどうやって父さんを人間社会に溶け込ませていったのかも、僕は知らなかったのだと、今さら気がついた。


    　それにはきっと、ものすごい努力や、つらいことがあったんだろうと思う。


    　足音が、止まる。


    「この家の生活は、悪くない。だからアタシも守りたいって思った……今回はアンタが悪魔の力を発揮しちゃったけどね」


    　風が吹いて、ビスコの髪を揺らす。その髪が、僕の顔にかかる。


    　鼻が、むずむずした。


    「悪魔化したアンタは……やっぱりっていうか……なんていうか……とびっきりカッコイイね。きらきら輝いてて、強くて。ははっ。ほんと、起きてるアンタに直接言ったら調子に乗っちゃいそう──」


    「へっくしっ！」


    　くしゃみが出た。


    「………………」


    「…………」


    　おかしいな、なんか、まるで時間が止まったみたい。


    「ドコカラ、聞イテイマシタカ？」


    　片言の日本語みたいな口調で聞かれた。


    「最初ノ、ホウカラデス？」


    　だから片言の日本語みたいな口調で答えてみた。


    「でぇぇぇぇもぉぉぉぉんんんんんんんん!!」


    　許されなかったみたい!?


    　ですよね!?


    「いや、待って、だって、それはビスコが勝手にしゃべって──ギャァァァ！」


    「許さないぃぃっ!!」


    　ビスコの顔が、お面にたとえると般はん若にやみたいになっていた。


    　そして残念なことに僕はビスコに背負われているから、身動きとれず。ビスコの発する電流で、なんかもうとんでもない目に遭あった。


    「もう知らん！」


    　ぽいっと僕を放り捨て、ビスコは家に入っていった。


    　そしてここが、家の前だったのかと今さらながらに気がつく僕。


    　ごろんとアスファルトの上に転がされた僕。


    「……とりあえず、大変な一日だったけど」


    　解決したんじゃない？　僕がんばったんじゃない？


    「どうかな……？」


    　僕を笑うように、月が空に架かかっていた。
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    　翌朝起きたら、身体中がおかしくなっていた。


    「いってててってててててててて！」


    　叫びながら目を覚まし、隣の部屋のビスコが「うるさい！」と怒鳴り込んできたほど。


    　どうも──悪魔化したことが、身体にすごく負担だったみたい。それは僕のふだんの超回復で治るようなものでもないようで、ビスコが言うには「しばらくそのままだろ。ざまーないけどね」らしい。ううう。


    　学校へ行くために家を出た。昨日の騒動がウソみたいに、平和で、快晴だった。


    　あんまり晴れていると、それはそれで憂ゆう鬱うつな気持ちになるのは、吸血鬼の血が半分流れているせいだろうか……いや、なんかそれは日頃の僕のぐちぐちした性格のせいではないかという気もする。


    「……ほら、バッグ持ってあげる」


    　ビスコが、そっぽを向きながらこっちに手を伸ばした。


    「……え？」


    　今なんて言った？　聞き間違い？


    「身体、痛いんだろ。持ってやるって言ったのよ」


    「…………」


    「……なんだよ、その、世界の終わりでも目まの当たりにしたような顔は」


    「だってビスコが僕に気を遣つかうなんて──世界の終わりよりもひどいだぶほっ」


    　言いかけたところで殴られた。


    　もともと全身が痛いだけに、よりいっそう痛い。ひどい！


    「じゃあ自分の力でしゃきっと歩け！　遅刻すんなよ！」


    　そう言って、つかつかつかと先へ歩いていくビスコ──が、ぴたりと足を止めた。


    　郵便ポストの前。


    　そこにはあかりちゃんがいた。


    「おっはよ～。ビスコちゃん、デモンくん！」


    　いつもの、明るくさわやかなあかりちゃんの笑顔。ああ、癒いやされる……。身体中の痛みがすうっと消えていくような思いだった。


    「おはよう、あかりちゃん」


    「おはようございます、あかりさん」


    　よそゆきの顔になって、礼儀正しくビスコが頭を下げる。まったく、とんだ役者だ。


    「昨日はごめんねっ」


    　あかりちゃんが謝る。昨日──つまり、あかりちゃんが飼育場で失神してしまったこと。


    　あのあと、エリスが退魔士エクソシストの仲間を呼んで、あかりちゃんを家まで連れていく手はずを取ってくれたみたい。


    「鶏にわとりにびっくりしちゃうなんて……もう、恥ずかしいなぁ。あ、そういえば──デモンくん、私、ビデオカメラどうしたかなぁ」


    「……え？」


    「カメラ、飼育場で落としたと思うんだけど……」


    　そうだった。


    　あれはたぶん、飼育場でたしか僕が──証しよう拠こになるかもと思って、「撮って」と言ったんじゃなかったっけ？　それで、そのあとどうなった？


    　あれ？　撮ってた、ってことは……そのあとの狼男ウルフマンの登場も全部？


    「えええええ!?」


    「どしたの？」


    　きょとんとするあかりちゃん。


    「……デモン？」


    　にこにこしながら──そのくせ半分以上ブチキレながらビスコが僕を見ている。


    （トラブルですか？）


    　目で聞いてくる。


    （イ、イエス）


    （困難なトラブルのようですね？）


    （イ、イエス）


    　すぅ、とビスコが息を吸う。


    （アンタ、次から次へとなんでトラブル持ち込んでくるのよ!!）


    （だって僕のせいじゃないって!?）


    　小声でそこまで会話したところで、


    「あ」


    　あかりちゃんが立ち止まった。


    　通学路の途中、こちらを向いて立っていたひとりの少女。


    「……ごきげんよう、皆さん」


    　エリスは、膝ひざと指に一か所ずつ、絆ばん創そう膏こうをつけていた。制服の内側は打ち身でいっぱいのはずだ。だって、狼男ウルフマンの攻撃を食らったんだから。


    　でもエリスは、ケガなどたいしたことでもないというように振る舞っていた。


    「ブリュンヒルドさん、おはよう！」


    「お、おはよ」


    「……………………おはようございます」


    　僕とビスコが、警戒しまくって言う。


    　エリスは、つかつかとこちらへ歩いてくる。


    「七なな竈かまどさん」


    「はい？」


    「これ、忘れ物ですわ」


    　エリスはあかりちゃんに、なにかを手渡した。


    「あーっ、ビデオカメラ！　あれ、でもどうしてブリュンヒルドさんが？」


    　エリスはにっこりと微笑ほほえむと、僕のほうを向いた。


    　そして小声で、


    「……メモリーは全部消去しましたわ。退魔士エクソシストの仲間が回収していたら危なかったですわよ。ちょっとガードが甘いのではなくって？」


    「えっ」


    　エリスが……僕をかばってくれた、ってこと？　ほんとう？


    「ちょっとよろしいかしら」


    　エリスは僕の腕をつかんで引っ張った。


    「ちょっと──」


    　ビスコが止めようとした矢先に、エリスが言う。


    「黒くろ羽ば家けの使い魔」


    　ぎくりとビスコが動きを止める。


    「……お借りしますわ」


    　エリスは僕を引っ張って、ぐんぐんと前に進む。


    「い、痛い、痛いよっ。僕、身体中痛くて……」


    「わたくしも痛いですわ！　まったく、ほんとうに痛くて涙が出そう」


    「それなら家で寝てればいいのに……」


    「……今なにかおっしゃって？」


    「い、いいえ」


    「わたくしがビデオカメラのメモリーを消して差し上げたのに、なにかおっしゃって？」


    「いいえ！　なんでもないです！」


    　なにが起きたのかわかっていないあかりちゃんと、「使い魔」のことをちくりと言われて凍りついているビスコから距離を取ったところで、ようやくエリスは僕を解放してくれた。


    「とりあえず、狼男ウルフマンはわたくしが魔界へ送り返したということで、ブリュンヒルド家にも、退魔士エクソシストの仲間にも伝えましたわ」


    「よかった」


    「結果オーライですけれど、わたくしの仕事の足を引っ張るのは今後止やめてくださるかしら」


    「…………」


    「……な、なんですの」


    「別に」


    　足を引っ張る、って……そうかもしれないけど、でも、僕だって最後はちょっとがんばったんだよ？　──と、目で抗議したのが効いたのか、


    「ま、ま、まぁ、あなたがいたことは多少プラスになりましたので、そこは感謝していますわ。だから──貸し借りはナシですわよ」


    「貸し借り？」


    「あなたが吸血鬼のハーフで、黒くろ羽ばビスコさんが悪魔だということを、秘密にして差し上げますわ。それと、半壊した飼育場もわたくしの仲間が直しました」


    「────」


    　うれしい申し出だった。実はちょっと、問もん答どう無む用ようで魔界に送られたらどうしようかと思ってたんだ。


    「ありがとう」


    「よろしくてよ」


    　ふっ、とエリスが微笑ほほえんだ。


    　それは、肩の荷が下りたとでも言いたげに、ほっとした感じだったのが不思議だ。


    「あれ……ひょっとして、日本に来た目的ってあの狼男ウルフマンを退治することだったとか？　そしたら、もうドイツに帰っちゃうの？」


    「違いますわ。わたくしの目的は……悪魔を魔界へ帰すことだけではありませんのよ」


    「え？」


    「七なな竈かまどさんのビデオ、変なものがいっぱい映っていましたのよ。あの場にいたわたくしも感知できなかったような、小さい悪魔やらなんやらが……」


    「…………」


    　僕は、部室で撮ったときのことを思い出した。たしかに、僕やビスコもよくわからなかったような小さい鬼やらなんやらが映っていた。


    「僕たちに反応したのかな」


    「……いいえ、違います」


    「それじゃあ？」


    　エリスはぴたりと足を止め、振り返る。


    「ブリュンヒルド家に、一通の手紙が舞い込んだのは一か月前のこと。そこには、魔界の扉を意図せず開けてしまう少女のことが書かれていましたわ」


    　視線の先には、ふたりの少女。我が家の使い魔と、僕の幼なじみ。


    「七なな竈かまどあかり──彼女をそのままにしておくのは危険。だから、監視が必要だ、と……」


    「────」


    　はい？


    「えええええええ!?」


    　ワンテンポ遅れて叫ぶ僕。


    「ですからあんな芝居を打ったのですよ。もっとも──あなたたちのほうがそうだったとは知りもしませんでしたけれど」


    「え……？」


    「わたくし、傷だらけで部室に行きましたでしょう？」


    「ああ！」


    　僕はようやく気がついた。


    　エリスは、ビスコや僕を怪しんでいるから傷を見せたのではなく、そのときのあかりちゃんの反応を観察していたのだ。


    　だからビスコに視線を注いでいるフリをしていた。


    「手紙に書かれていた内容は、ほんとうのようでしたわね。あの映画、そのまま撮影したらとんでもないものができますわよ？　全校に公開するおつもりなんでしょう？」


    「……全校どころか、『ヌコヌコ動画』にアップする予定だったけど」


    「なんですの、それ」


    「インターネットの動画共有サイト」


    　僕が言うと、エリスが驚いたように目を見開いた。


    「無む謀ぼうですわね。あるいは、バカですの？」


    　おっしゃるとおり、両方かと思います！


    「それではなおさら退魔士エクソシストとして彼女を放っておくわけにはいきません。そして」


    　ちら、とエリスは僕の顔を見る。それからすぐに視線を逸そらした。


    「そ、その手紙にはもうひとつのことが書かれていましたわ」


    「なんて……」


    　ごくりとつばを呑み込む僕。


    「…………」


    　エリスにしては珍しく、言いにくそうに目を伏せてから言う。


    「七竈あかりのそばには、悪魔的に強い男がいる。その男はきっと、七竈あかりの保護に役に立つだろう……それで、あの、もしもわたくしが望むのなら……」


    「望むのなら……？」


    「む、婿むこにして、退魔士エクソシストとして働かせてもいいだろう、と……」


    「────」


    「い、いえ、わたくしは別に……って、どうされました？」


    　この瞬間、僕は放心状態で、それからすぐに我われに返ると──気がついた。


    　手紙の送り主に。


    「その手紙に署名は？」


    「ありませんでしたけど……」


    「便びん箋せんはクリームに、金色の罫けい線せんが入っていた？」


    「なぜそれを!?」


    「やっぱり……」


    　確信した。


    　父さんだ。


    　父さんが、あかりちゃんのことと僕のことを勝手に手紙に書いて送ったのだ！


    　それで、トラブルが起きたときに自分に矛ほこ先さきが向かないよう逃げたのだ!!


    　なぜか？


    　それもわかっている。


    「……え？」


    　僕の視線に気づいて、エリスが目を逸そらす。わずかに、ほおを染めて。


    　エリスだ。


    　こんな金髪美少女が、自分の義娘になればいーなー、とかいうどうしようもなく単純かつバカげた理由で！


    「……母さんにチクッってやる……」


    「母さん？」


    「あ、い、いやこっちの話」


    「そ、そうですの……でも、七なな竈かまどあかりさんの保護には協力してくれますのね？」


    　僕はうなずいた。それは望むところだった。


    「よかったですわ。それでは──」


    　そこへ、あかりちゃんと、警戒心たっぷりのビスコが追いついてくる。


    「どうしたの～？」


    「七竈さん、わたくし、決めましたわ。映画部に入ります」


    　にっこりと微笑ほほえむエリス。


    　はい？


    　エリスの目が、僕に語る。七竈あかりを守るためですわ、と。


    　それはそれで困るよ!?


    　止めて！　誰かエリスを止めて！


    　あかりちゃんの横で、硬直から憤ふん怒ぬに表情を変えてるビスコも誰か止めて！


    「ほ、ほんとっ!?」


    「ええ。わたくし、こう見えても退魔士エクソシストですから、撮影現場の浄化なんかは得意ですのよ？」


    「あははっ、心霊が映らないように、って？」


    　楽しそうに笑うあかりちゃん。


    　ごめん、あかりちゃん。それ、シャレになってないんだ。


    「あ、あの、ブリュンヒルドさん、さっきの話、別に部活がいっしょじゃなくても……」


    　言いかけた僕を遮さえぎり、エリスは言った。


    「エリス」


    「え？」


    「に、日本では……その、親しい間柄になるとファースト・ネームで呼ぶのでしょう？　それなら、エリスと呼んでくださる？」


    「え、え、え」


    「わたくしたち、もうそういう関係でよろしいですものね？　ま、まぁ、あなたがどんな人柄かはおいおい知っていくとして」


    「ええええええええ！」


    「さあ、急がないと遅刻してしまいますわ──デモン」


    　ぷいっ、と前を向いて歩き出すエリス。


    　その耳たぶが赤くなっているように見えた。


    「……デモン、あとで話がある──ありますけどね」


    　ぎりぎり歯ぎしりしながら言う我が家の使い魔。


    「その前にあかりさん。私も決めました──バスケ部辞めて、映画部に入ります」


    「でえええええ!?」


    　トラブルの火種が増えた！


    「ほんとっ？　うれしいなぁ！」


    「ええ、いっしょにいい映画を撮りましょう……ね、デモン？」


    　意味ありげに微笑ほほえむと、ビスコもつかつかと歩いていく。


    　イヤだ──イヤすぎる！


    「部員がふたりも増えちゃったねっ、デモンくん」


    「う、うん」


    　退魔士エクソシストと悪魔だけどね!?


    「あとひとりで五人だねっ。これでいい映画が撮れれば絶対大丈夫だよ！　がんばって探そうねっ！」


    　あかりちゃんが──小走りに駈け出す。


    「あ、あ、あ、うんっ」


    　身体中が痛みに悲鳴を上げても、あわてて僕はついていく。


    　魔界の扉を開いてしまう少女に、退魔士エクソシストの少女に、悪魔の少女──そして、吸血鬼と人間のハーフの僕。そんな組み合わせの我が映画部。


    　トラブルの予感しかしないのはきっと気のせいだよね!?


    「やっぱり、デモンくんはブリュンヒルドさんと付き合っちゃったのかなぁ」


    「違うって、あかりちゃん！　ほんと、それだけは勘違いしないでー！」


    　一番先を行くエリスが言う。


    「わたくし、『コンスタンティン』が好きですの」


    　悪魔を地獄へ送り返す映画ですしね!?


    「アタシ──私は『インタビュー・ウィズ・ヴァンパイア』が好きだな。私もデモンも、黒くろ羽ば家けでは悪魔を倒すだけの話なんてリアリティがなくってイヤだね、ってよく話しますし」


    「まぁ。まっとうな人間の言葉とは思えませんわね」


    「あら、本物の退魔士エクソシストも、映画みたいに派手にいろいろブッ壊すものなのかしら。怖いわ」


    「うふふふ」


    「ほほほほ」


    　顔がにこやかなだけに怖いよ!?


    　前を走るあかりちゃんが、ちらりと僕を振り返る。


    「ふたりとも仲がいいね！」


    「…………」


    「デモンくん？」


    「そ、そうだね」


    　笑顔が引きつったのはしょうがない。


    「ねぇ、デモンくん」


    　あかりちゃんが言った。


    「これから毎日が楽しくなりそう──ううん、楽しくしようねっ」


    「────」


    　そうだ。


    　たとえ、ビスコの性格が超絶悪くて、エリスが悪魔相手にケンカを売りまくるのだとしても、僕ががんばって、あかりちゃんが喜んでくれるのならそれでいいじゃないか。


    「うん、僕がんば──」


    「デモン、隙すきを突いてエリスを殴なぐれ」


    　するりと僕の左側にやってきたビスコが、ささやく。


    「あなたの同居人、素そ行こうがよろしくなくてよ。いっそのことわたくしの住んでいる家に引っ越してはいかが？」


    　今度は右側にやってきたエリスが言う。


    　ふたりは、縮ちぢこまる僕の頭越しに視線の火花を散らしている。


    　あ、がんばるの無理かも……。


    　そんな調子だから、歩くスピードもまちまち。


    　僕ら映画部は、四人になったその日、いきなり遅刻しそうになったのだった。
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    　　　あとがき


    



    



    　鳥とつ取とり県は境さかい港みなと市にある「水みず木きしげるロード」へ行ってきました。マンガ家である水木しげる先生の生誕地が同市であることから、市が整備したものだそうです。水木先生の代表作である「ゲゲゲの鬼太郎」をモチーフに、商店街に妖怪のブロンズ像を設置。一九九三年の、「水木しげるロード」オープン時には二十三体しかなかったブロンズ像。それが今や、百三十を超えています。


    　本書「えくそしすた！」には悪魔が登場します。悪魔、って日常生活であまりなじみがないものですよね。でも「水木しげるロード」を歩いたときに、ふと、妖怪も悪魔も日常生活に紛れ込んでいるから見えないだけで、ほんとうはそこいらにいるんじゃないか──と思いました。だって、百三十体もの妖怪が商店街にいるんですもの。軽い百鬼夜行ですよ！


    　とどのつまり悪魔も妖怪も、その存在を信じるかどうか。


    　ということは、


    「……オレ、ひょっとしてドラキュラなんじゃないの？」


    　気づいた。気づいちゃいました。


    　家に帰ってから、ホームセンターで黒いカーテンを買いました。裏地を赤くすれば、マントのできあがりです。また、とんこつラーメンにニンニクを入れるのを止めました。あと、シルバーアクセサリのショップへ近寄ることもせず、町中では十字架を見かけると「くっ、オレを追ってきたヤツらかッ……」とうなるようになりました。


    　結構楽しいです。


    



    



    　さて末筆ながら、本書の制作に携たずさわっていただいた皆様に多大な感謝を。特にイラストを担当いただいた水みず沢さわ深み森もりさんには感謝してもしきれないほどです。女の子がすげぇカワイくてびびりました。たくさんのステキなイラスト、ありがとうございました。


    　そして本書を手にとってくださったあなたにも感謝を。本書を読んで、とにかく楽しい気持ちになっていただけるとうれしいです。もしそうなら──主人公の弟で門もんも不本意ながらよろこんでくれるのではないかと思います。
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